
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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▼町営バスと乗り合いタクシーが便利に

▼こまくさ短歌会最後の歌会
B

Ａ

おいしい手料理
今月から２回、牛乳を使って健康ヘルシーなレシピをご紹介
します。

　

＜材　料＞ （１人分）
●ひじき…５㌘
●人参…10㌘
●むきエビ…５尾
●お米…42.5㌘
●牛乳…50㌘
●スキムミルク…４㌘
●しょう油…4.5㌘
●塩…0.3㌘
●スキムミルク…４㌘
●塩…0.3㌘
●こしょう…0.1㌘
●オリーブ油…２㌘
●卵…12㌘
●青じそ…１枚半

＜作り方＞
① ひじきは約２０分間水に浸して戻し、人参、青じそ
　 は千切りにする。むきエビは背綿を除く。材料Ａ、
　 材料Ｂを混ぜ合わせる。
② ひじきと人参、材料Ａをなべに加え、汁気がなくな
　 るまで煮る。
③ フライパンにオリーブ油（２分の１量）を入れて熱
　 し、割りほぐした卵を入れてかき混ぜ、炒り玉子を
　 作って取り出しておく。
④ ③のフライパンに残りのオリーブ油を入れて熱し、
　 エビ、ご飯を入れて炒め合わせる。
⑤ ④に②と材料Ｂを加え手よく炒め合わせ、③の玉子
　 を加えてひと混ぜする。
⑥ 出来上がったら器に盛り付け、最後に青紫蘇を散ら
　 して完成。
※ オリーブ油はサラダ油に代えてもおいしく出来上が
　 ります。

（園田　多映子さん）

【食べて健康・豆知識】
よく聞き慣れているのは「ロールキャベツ」ですね。ロール巻き用
のキャベツを白菜に替えて作ってみましょう。キャベツと違って食
感が柔らかく、水分も多いので肉のモサモサ感もあまりありません。
ロール巻き白菜の主役・白菜は、ビタミンＣや食物繊維のほか、カ
リウム、カルシウム、リンなどのミネラル成分も含んでいて、意外
に栄養豊かです。ぜひお試しください。

（管理栄養士、園田　多映子さん）

【ミルキーひじきのふわふわチャーハン】



約
が
で
き
た
ら
よ
い
」
40
％
、
「
日
曜
、
祭

日
の
運
行
が
あ
る
と
よ
い
」
約
20
％
、
「
利

用
で
き
る
路
線
（
地
区
）
が
限
定
さ
れ
な
け

れ
ば
よ
い
」
約
10
％
、
「
申
し
込
み
時
間
が

長
く
な
る
と
よ
い
」
（
現
在
午
前
９
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で
）
約
６
％
、
「
中
心
市
街
地

で
の
乗
降
場
所
が
増
え
た
ら
よ
い
」
約
５
％

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
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心
市
街
地
か
ら
遠
い
方
の
認
知
度
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
バ
ス
は
、
平
日
と
土
曜
日
の
日
中
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
方
式
（
予
約
制
）
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
変
更
を
「
知
っ
て
い

る
が
登
録
し
て
い
な
い
」
と
い
う
答
え
が
最

も
多
く
70
％
に
達
し
ま
し
た
。
主
な
利
用
層

で
あ
る
70
歳
以
上
の
方
は
「
知
っ
て
お
り
登

録
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
割
合
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
約
６
割
は
「
知
っ
て
い

る
が
登
録
し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま

す
。

　
公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て
「
ど
の
よ
う
に

改
善
さ
れ
た
ら
利
用
し
ま
す
か
」
と
の
問
い

で
は
、
「
運
行
時
刻
が
利
用
し
や
す
く
な
っ

た
ら
」
32
％
、
「
路
線
が
利
用
し
や
す
く
な

っ
た
ら
」
21
％
が
回
答
の
上
位
を
占
め
ま
し

た
。

　
「
高
齢
に
な
っ
た
ら
」
「
（
車
の
）
運
転

･
行
動
に
不
安
を
感
じ
た
ら
」
と
い
う
回
答

も
あ
り
、
潜
在
需
要
は
高
い
よ
う
で
す
。

　
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
関
し
て
「
当
日
予

　
２
月
10
日
役
場
で
開
い
た
「
東
川
町
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
「
東
川
町
地
域

公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
総
合
計
画
」
で
２

年
度
目
の
実
証
実
験
実
施
内
容
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　
内
容
は
（
１
）
バ
ス
に
つ
い
て
①
３
路
線

の
運
行
時
刻
の
う
ち
、
午
後
５
〜
６
時
台
の

運
行
時
刻
見
直
し
と
増
便
②
地
域
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
維
持
の
た
め
、
乗
車
料
金
の
見

直
し
検
討
③
利
用
の
な
い
運
行
区
間
、
ル
ー

ト
の
変
更
を
検
討
④
年
２
回
の
運
行
見
直
し

実
施
の
検
討
（
２
）
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
①
日
中
時
間
帯
の
時
刻
見
直
し
と
増

便
②
予
約
方
法
の
弾
力
化
（
出
発
時
刻
の
1

時
間
前
ま
で
受
け
付
け
を
可
能
に
す
る
＝
条

件
あ
り
）
③
旧
３
運
行
区
域
を
１
区
域
に
統

合
④
中
心
市
街
地
区
で
の
乗
降
場
所
追
加

（
４
カ
所
増
の
12
カ
所
）
⑤
年
２
回
運
行
見

直
し
の
検
討
―
な
ど
を
実
施
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　
ま
た
観
光
活
性
化
対
策
と
し
て
、
今
後

「
い
で
湯
」
号
と
町
営
バ
ス
と
の
乗
り
継
ぎ

サ
ー
ビ
ス
、
旭
川
空
港
経
由
ル
ー
ト
の
検
討

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆

　
「
町
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
結
果
（
昨
年
12
月
町
中
心
部
、
温
泉
地

区
を
除
く
１
千
２
１
９
世
帯
を
対
象
、
回
答

数
は
４
５
５
、
回
収
率
は
37
・
３
％
＝
い
ず

れ
も
一
般
対
象
、
別
途
７
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

の
回
答
１
７
２
（
結
果
略
）
）
。

　
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
町
営
バ
ス

を
利
用
す
る
機
会
が
多
い
70
歳
以
上
の
世
代

で
32
％
で
し
た
（
以
下
、
一
般
対
象
の
回
答

か
ら
分
析
）
。
そ
の
う
ち
、
中
心
市
街
地
か

ら
１
〜
２
㌔
㍍
以
内
圏
で
は
60
、
70
歳
以
上

か
ら
の
回
答
が
８
割
を
超
え
、
公
共
交
通
手

段
に
つ
い
て
高
齢
者
世
代
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
昨
年
８
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
運
行
ダ

イ
ヤ
、
時
刻
見
直
し
を
「
知
っ
て
い
た
」
と

い
う
回
答
は
65
％
。
「
知
ら
な
い
」
割
合
は

３
割
に
達
し
ま
し
た
。
50
歳
代
以
上
の
年
代

で
は
７
割
が
「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
、
中

約
が
で
き
た
ら
よ
い
」
40
％
、
「
日
曜
、
祭

日
の
運
行
が
あ
る
と
よ
い
」
約
20
％
、
「
利

用
で
き
る
路
線
（
地
区
）
が
限
定
さ
れ
な
け

れ
ば
よ
い
」
約
10
％
、
「
申
し
込
み
時
間
が

長
く
な
る
と
よ
い
」
（
現
在
午
前
９
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で
）
約
６
％
、
「
中
心
市
街
地

で
の
乗
降
場
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が
増
え
た
ら
よ
い
」
約
５
％

と
の
回
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り
ま
し
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昨年導入した町営バス新型車両

▲

　

昨
年
８
月
か
ら
実
証
実
験
ス
タ
ー
ト
し
た
町
内
公
共
交
通
の
新
し
い
運
営
シ
ス
テ
ム
が
、
４
月
、
半
年
間
の
試
行
を
経
て
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
へ
見
直
し
、
２
年
目
の
実
証
段
階
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
町
営
バ
ス
、
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
混
合
運
行
の
新
た
な
町
内
公
共
交
通
体
系
は
、
第
２
段
階
の
実
証
実
験
を
経
て
本
格
運
用
へ
の
改
善
点
解
決
を

探
り
、利
用
し
や
す
い
町
内
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
本
格
実
施
移
行
す
る
計
画
で
す
。
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大
雪
山
観
光
エ
リ
ア
情
報
発
信
推
進
協
議
会
発
足

大
雪
山
観
光
エ
リ
ア
情
報
発
信
推
進
協
議
会
発
足

　

１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
に
発
足
以
来
結

成
58
年
を
迎
え
た
東
川
こ
ま
く
さ
短
歌
会

（
瓜
生
昭
枝
代
表
）
が
長
い
活
動
に
終
止
符

を
打
ち
、
今
年
３
月
末
で
解
散
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
２
月
12
日
、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
最
後
の
歌
会
を
開
き
、
会
の
歴

史
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　

代
表
の
瓜
生
さ
ん
は
「
解
散
の
後
も
年
２
、

３
回
の
吟
行
会
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
作
っ
た
最
後
の
歌
を

批
評
し
あ
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
当
時
東
川
高
等
学
校
に
教
員
と

し
て
勤
め
て
い
た
岩
井
正
和
氏
（
筆
名
井
山

一
文
、
旭
川
在
住
）
を
中
心
と
し
て
句
会

「
こ
ま
く
さ
」
と
し
て
発
足
。
潮
音
・
新
懇

旭
川
支
社
加
盟
の
団
体
（
当
時
）
と
し
て
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

　

「
こ
ま
く
さ
」
会
員
が
中
心
的
存
在
だ
っ

た
た
め
、
１
９
６
０
（
同
35
）
年
、
「
こ
ま

く
さ
」
の
名
を
冠
し
た
会
員
合
同
句
集
第
一

集
を
発
刊
。
以
後
ほ
ぼ
５
年
ご
と
に
合
同
句

集
を
発
刊
。
第
五
集
ま
で
は
潮
音
・
新
懇
旭

川
支
社
が
発
行
主
体
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
９
８
６
（
同
56
）
年
、
東
川
町
内
の
会

友
が
独
立
し
て
「
東
川
こ
ま
く
さ
短
歌
会
」

を
結
成
。
第
六
集
以
降
、
同
会
主
体
で
「
合

同
歌
集
こ
ま
く
さ
」
を
発
行
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
会
員
の
高
齢
化
で
、
２
０
０
６
（
平

成
18
）
年
発
行
の
第
十
集
（
Ａ
５
版
、
ハ
ー

ド
カ
バ
ー
装
丁
１
７
０
㌻
）
が
最
後
の
歌
集

と
な
り
ま
し
た
。

短
歌
、
俳
句
コ
ー
ナ
ー
（
10
㌻
）
を
参
照

ご
あ
い
さ
つ

　

長
い
間
貴
重
な
広
報
の
誌
面
を
お
借
り
し

て
皆
さ
ま
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
こ
ま

く
さ
短
歌
会
」
は
、
こ
の
三
月
を
も
っ
て
解

散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
三
十
一
文

字
に
心
あ
そ
ば
せ
、
友
情
を
培
い
な
が
ら
皆

さ
ま
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
を
励
み
と
し
て

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
月
25
、

26
の
両
日
、

東
川
町
稲
作

研
究
会
（
青

木
哲
也
会

長
）
、
蔬
菜

（
そ
さ
い
）

園
芸
研
究
会

（
溝
口
泰
男

会
長
）
の
21

年
度
総
会
、
「
東
川
米
水
稲
生
産
者
の
集
い
」

が
そ
れ
ぞ
れ
東
川
町
農
協
大
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

そ
菜
園
芸
研
究
会
は
９
部
会
の
約
１
０
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
施
設
野
菜
の
主
要
８

品
目
、
露
地
野
菜
主
要
４
品
目
を
中
心
に
栽

培
技
術
を
確
認
し
ま
し
た
。
。

　

ま
た
新
た
な
年
へ
の
ス
タ
ー
ト
準
備
に
向

け
て
、
㈱
キ
ョ
ク
イ
チ
、
山
下
洋
司
野
菜
部

取
締
役
、
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

旭
川
地
区
本

部
農
産
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ

ー
、
市
橋
和

久
氏
が
青
果

の
販
売
動
向

見
通
し
、
店

頭
で
の
消
費

者
動
向
の
推

移
な
ど
を
講

演
し
ま
し
た
。

　

稲
作
研
究
会
の
集
い
は
、
昨
年
の
高
品
質

米
出
荷
共
励
会
の
表
彰
（
12
人
）
、
記
念
講

演
、
水
稲
学
習
会
な
ど
を
開
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
㈱
日
本
農
業
新
聞
、
北
條
雅
巳

論
説
委
員
室
長
、
オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
㈱
、
森
山
正
広
資
源
資
材
調
達
室
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
２
人
が
、
最
新
の
農
政
情

勢
、
日
本
酒
の
製
造
と
酒
米
の
現
状
に
つ
い

て
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
七
年
、
東
川
町
の
重
鎮
先
輩
諸

氏
に
よ
っ
て
発
足
し
、
歌
友
と
と
も
に
春
夏

秋
冬
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
半
世
紀
を
経
た
歴

史
あ
る
日
本
古
典
文
学
と
自
負
し
な
が
ら
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
会
員

の
高
齢
化
に
伴
い
継
続
の
困
難
を
悟
り
潮
時

と
存
じ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と

ご
健
康
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
お
礼

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
川
こ
ま
く
さ
短
歌
会
代
表　

瓜 
生 
昭 

枝

農
協
そ
菜
園
芸
研
究
会
、稲
作
研
究
会
が
総
会
〜
新
た
な
取
り
組
み
に
意
欲

農
協
そ
菜
園
芸
研
究
会
、稲
作
研
究
会
が
総
会
〜
新
た
な
取
り
組
み
に
意
欲

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
環
境
生
か
し
た
取
り
組
み
期
待
の
意
見

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
環
境
生
か
し
た
取
り
組
み
期
待
の
意
見

　

１
月
30
日
、
北
海
道
地
域
・
自
治
体
問
題

研
究
所
（
札
幌
、
理
事
長
・
小
田
清
北
海
学

園
大
教
授
）
が
主
催
し
て
、
「
『
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
イ

ン
東
川
町
」
が
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

赤
平
市
に
次
い
で
２
カ
所
目
の
開
催
と
い

う
こ
と
で
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
中
原

准
一
酪
農
学
園
大
教
授
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に

北
海
道
森
林
組
合
連
合
会
の
岡
本
光
昭
副
会

長
、
富
良
野
市
観
光
協
会
の
広
瀬
寛
人
副
会

長
、
板
谷
重
徳
東
川
町
農
協
組
合
長
、
藤
田

裕
三
東
川
町
商
工
会
長
、
山
森
敏
晴
東
川
振

興
公
社
社
長
が
登
壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
近
郊
町
か
ら
の
参
加
者
も
。

「
旭
川
に
近
い
環
境
の
良
さ
も
あ
っ
て
便
利
。

都
市
部
か
ら
帰
っ
て
来
や
す
い
環
境
が
整
っ

て
い
る
。
農
業
後
継
者
が
育
ち
に
く
い
と
い

わ
れ
る
が
、
お
嫁
さ
ん
も
来
や
す
く
、
経
営

規
模
も
増
や
し
て
き
た
。
農
家
の
将
来
は
決

し
て
暗
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
盛
り
上
げ

よ
う
と
い
う
や
り
方
次
第
」
（
比
布
町
の
農

家
）
、
「
移
住
し
て
６
年
目
に
な
る
が
、
お

い
し
い
野
菜
が
採
れ
て
水
も
す
ば
ら
し
い
。

そ
の
野
菜
を
使
っ
た
農
家
の
漬
物
を
商
品
化

し
て
ほ
し
い
」
（
町
内
参
加
）
な
ど
と
い
う

意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

辺
の
森
林
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
旭
岳
温
泉
付
近
の
気
温
は
午
前

10
時
半
現
在
、
氷
点
下
15
度
。
時
折
吹
雪
く

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
参
加
者
は
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
を
つ
け
て
積
雪
３
メ
ー
ト
ル
以

上
の
深
雪
を
か
き
分
け
、
エ
ゾ
ア
カ
マ
ツ
、

ト
ド
マ
ツ
の
大
木
が
生
い
茂
る
森
で
シ
ル
キ

ー
ス
ノ
ー
の
森
の
息
吹
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

ま
た
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
雪
の
結
晶
観

　
察
。
同
セ
ン
タ
ー
の
田
上
千
尋
さ
ん
を
講
師

に
、
顕
微
鏡
を
使
っ
て
美
し
い
結
晶
の
数
々

を
観
察
し
ま
し
た
。

　

１
月
26
日
、
旭
岳
温
泉
で
環
境
省
東
川
自

然
保
護
官
事
務
所
が
主
催
し
て
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

旭
岳
地
区
で
自
然
監
視
活
動
を
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
活
動
）
法
人
ね
お
す
（
札

幌
）
が
実
施
主
体
と
な
り
ま
し
た
。
大
雪
山

で
の
多
様
な
滞
在
型
プ
ラ
ン
を
作
る
た
め
の

試
み
で
す
。
旭
川
市
内
か
ら
の
一
般
参
加
者

を
加
え
て
約
20
人
が
真
冬
の
旭
岳
温
泉
街
周

　

町
内
の
観
光
資
源
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
売
り
込
も
う

―
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
新
た
な
情
報
発
信
を
考

え
る
「
大
雪
山
観
光
エ
リ
ア

情
報
発
信
推
進
協
議
会
」

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ

ー
・
山
森
敏
晴
東
川
振
興
公

社
社
長
）
が
発
足
し
、
２
月

16
日
、
そ
の
第
1
回
協
議
会

が
道
の
駅
・
ひ
が
し
か
わ
道
草
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

町
内
の
観
光
資
源
の
情
報
発
信
な
ど
を
目

的
に
①
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語

の
各
国
語
対
応
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
た
な
構

築
②
新
た
な
農
産
物
・
物
産
品
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
サ
イ
ト
の
構
築
③
道
の

駅
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
、

東
神
楽
町
（
旭
川
空
港
近

く
）
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
映
像
配
信

を
新
設
④
町
内
風
景
の
写

真
デ
ー
タ
貸
し
出
し
サ
イ

ト
の
新
構
築
⑤
観
光
情

報
・
見
所
情
報
、
山
岳
案

内
情
報
の
ネ
ッ
ト
配
信
―

な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
で
は
道
草
館
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園

物
産
セ
ン
タ
ー
に
大
型
液
晶
モ
ニ
タ
ー
を
設

置
し
て
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
映
像
を
常
時
見
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
。
観
光
客
誘

致
と
観
光
活
性
化
に
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
ま
く
さ
短
歌
会
最
後
の
歌
会

こ
ま
く
さ
短
歌
会
最
後
の
歌
会

旭
岳
温
泉
で
冬
の
大
雪
山
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
ツ
ア
ー

旭
岳
温
泉
で
冬
の
大
雪
山
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
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キ
ャ
ン
モ
ア
Ｇ
Ｓ
Ｌ
大
会
、過
去
最
高
を
更
新
し
て
大
に
ぎ
わ
い

キ
ャ
ン
モ
ア
Ｇ
Ｓ
Ｌ
大
会
、過
去
最
高
を
更
新
し
て
大
に
ぎ
わ
い

　

２
月
13
日
、
北
海
道
環

境
福
祉
専
門
学
校
（
宮
島

武
彦
校
長
）
は
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
第
９
回

社
会
福
祉
オ
ー
プ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
学
科
の
学
生

が
地
域
で
実
践
し
て
い
る

福
祉
活
動
の
発
表
公
開
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。
例
年
同
校

キ
ャ
ン
パ
ス
内
会
場
で
開

い
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
昨
年
発
足
し
た

食
育
福
祉
学
科
の
学
生
が
参
加
し
た
学
外
初

開
催
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
生
の
活
動
発
表
が
セ
ミ
ナ
ー
の
中
心
で

す
が
、
今
年
は
食
育
福
祉
学
科
の
学
生
が
手

作
り
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
会
場
の
皆
さ
ん
に

初
め
て
振
る
舞
っ
た
の
が
特
徴
。
栄
養
バ
ラ

ン
ス
に
気
を
配
っ
た
学
生
手

作
り
の
昼
食
は
、
来
場
者
か

ら
「
お
い
し
い
」
と
好
評
で

し
た
。

　

「
高
齢
者
福
祉
へ
の
課
題
」

「
障
が
い
者
と
の
関
わ
り
」

「
施
設
か
ら
在
宅
へ
」
「
社

会
福
祉
学
科
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
」
と
４
グ
ル
ー
プ

が
発
表
。
「
卒
業
後
、
こ
の

経
験
を
現
場
で
さ
ら
に
生
か

し
た
い
」
な
ど
と
意
欲
的
発
表
が
続
き
ま
し

た
。

　

同
校
を
進
学
候
補
の
一
校
と
考
え
て
い
る

旭
川
市
内
の
高
校
生
も
会
場
を
訪
れ
て
お
り
、

そ
の
活
動
ぶ
り
に
「
す
ば
ら
し
い
で
す
」
と

感
動
し
た
よ
う
で
し
た
。

　
後
の
昼
食
は
温
か
い
豚
汁
に
舌
鼓
。
冷
え
た

体
を
温
め
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
今
年
も
冬
の
雪
の
中
で
も
し

っ
か
り
根
付
く
と
い
う
特
殊
な
方
法
で
雪
中

植
樹
も
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

元
気
な
森
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
カ
ツ
ラ
、

オ
ニ
グ
ル
ミ
、
エ
ゾ
イ
タ
ヤ
、
ド
ロ
ノ
キ
４

樹
種
を
セ
ッ
ト
に
し
て
60
カ
所
に
植
樹
し
ま

し
た
。

　

雪
中
植
樹
は
昨
年
も
90
セ
ッ
ト
行
い
、
約

８
割
が
越
冬
し
て
定
着
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
年
目
の
イ
ベ
ン
ト
。
会
場
で
は

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で
雪
中
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
乗

り
体
験
、
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
滑
り
、
ス
ノ
ー

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム
、
そ
し
て

雪
像
作
り
コ
ン
テ
ス
ト
で
雪
の
遊
び
を
満
喫
。

会
場
に
歓
声
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。
遊
ん
だ

　

２
月
20
日
、
忠
別
ダ
ム
の
ダ
ム
下
広
場
で

忠
別
ダ
ム
冬
の
イ
ベ
ン
ト
「
遊
ｉ
ｎ
ｇ
忠
別
」

が
あ
り
ま
し
た
。

　

忠
別
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
「
遊
ｉ
ｎ

ｇ
忠
別
」
（
鈴
木
健
治
代
表
）
の
主
催
。
イ

ベ
ン
ト
中
晴
天
に
恵
ま
れ
た
会
場
は
、
親
子

連
れ
な
ど
１
０
０
人
の
参
加
者
が
雪
の
中
で

　

２
月
16
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

「
音
楽
で
楽
し
く
健
康
に
」
と
音
楽
療
法
講

演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
し
ら
か
ば
学
級
が

共
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
昨
年
10
月
東
川
消

費
者
協
会
30
周
年
式
典
の
時
に
講
演
し
て
大

好
評
だ
っ
た
菅
野
龍
雄
さ
ん
（
旭
川
市
医
師

会
看
護
専
門
学
校
非
常
勤
講
師
、
旭
川
音
楽

療
法
研
究
会
事
務
局
長
）
。
会
場
の
皆
さ
ん

と
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
い
手
指
運
動
、
頭

の
体
操
を
し
ま
し
た
。

　

障
害
者
や
お
年
寄
り
の
た
め
の
音
楽
に
合

わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
指
導
な
ど
を
し
て
い
る
専

門
家
。
脳
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）
に
な
ら
な
い

秘
策
と
し
て
「
毎
日
両
手
首
を
ブ
ラ
ブ
ラ
と

動
か
す
だ
け
」
な
ど
と
簡
単
な
準
備
体
操
で

会
場
が
盛
り
上
が
る
と
、
ぼ
け
な
い
た
め
の

手
指
運
動
、
「
も
し
も
し
カ
メ
よ
」
の
曲
当

て
ク
イ
ズ
、
伴
奏
に
合
わ
せ
て
「
北
国
の
春
」

合
唱
な
ど
、
会
場
と
一
緒
の
楽
し
い
ひ
と
と

き
。
１
０
０
人
以
上
の
来
場
者
は
時
間
を
忘

れ
て
健
康
体
操
や
歌
の
合
唱
で
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
〝
手
指
運
動
〞
の
講
演
会

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
〝
手
指
運
動
〞
の
講
演
会

新
た
な
魅
力
を
つ
く
り
出
せ
―
食
の
魅
力
ア
ッ
プ
創
造
セ
ミ
ナ
ー

新
た
な
魅
力
を
つ
く
り
出
せ
―
食
の
魅
力
ア
ッ
プ
創
造
セ
ミ
ナ
ー

晴
天
日
和
の
忠
別
ダ
ム
冬
イ
ベ
ン
ト
で
歓
声

晴
天
日
和
の
忠
別
ダ
ム
冬
イ
ベ
ン
ト
で
歓
声

新雪をかき分けて宝探しの参加者

　

２
月
15
日
、
道
の
駅
・
ひ
が
し
か
わ
道
草

館
で
「
食
の
魅
力
ア
ッ
プ
創
造
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
素
材
を
魅
力
あ
る
資
源
と
し
て
開

発
し
よ
う
―
と
町
観
光
地
活
性
化
・
雇
用
創

造
協
議
会
（
藤
田
裕
三
会
長
）
が
開
き
ま
し

た
。
町
内
の
飲
食
業
、
観
光
業
の
方
な
ど
約

30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
町
内
で
「
定
食
お
か
め
」
（
西

町
９
）
経
営
の
久
末
晃
平
、
美
穂
さ
ん
夫
妻
、

昨
年
町
内
に
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
工
場
（
西
町
４
）

を
進
出
し
た
㈱
ノ
ー
ス
プ
レ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム

営
業
本
部
第
３
部
長
・
エ
ス
ペ
リ
オ
支
配
人

の
津
田
棯
夫
さ
ん
。

　

久
末
さ
ん
夫
妻
は
、
東
京
の
会
社
を
脱
サ

ラ
後
、
町
内
で
定
食
屋
を
開
業
。
開
拓
期
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
食
品
だ
っ
た
「
い
も
か

す
団
子
」
料
理
を
復
活
さ
せ
た
経
緯
と
思
い

を
話
し
ま
し
た
。
北
海
道
の
「
北
海
道
ら
し

い
食
づ
く
り
名
人
」
に
も
登
録
、
「
い
も
か

す
団
子
愛
好
会
」
で
普
及
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

津
田
さ
ん
は
、
興
部
町
で
牧
場
を
経
営
し

て
い
た
酪
農
家
が
、
自
ら
産
地
直
売
の
牛
乳

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
お
こ
っ
ぺ
牛
乳
」
を
製
造
・

宅
配
牛
乳
と
し
て
販
売
す
る
よ
う
に
な
る
ま

で
の
農
業
へ
の
新
し
い
取
り
組
み
と
情
熱
、

試
行
錯
誤
と
苦
労
な
ど
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
こ
の
後
、
３
月
４
日
に
旭

川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
総
料
理
長
の
吉
岡
将
人

さ
ん
、
同
月
９
日
に
町
内
の
菓
子
店
「
ゝ
月

庵
」
経
営
、
高
島
郁
宏
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

て
開
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
日
は
小
雪
模
様
な
が
ら
穏
や
か
な
日

和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
新
雪
の
コ
ー
ス
は
柔

ら
か
な
雪
質
で
滑
り
や
す
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
。
地
元
東
川
大
雪
ス
キ
ー
少
年
団
の
子
供

た
ち
が
上
位
入
賞
を
独
占
し
た
階
級
も
あ
り
、

子
供
た
ち
は
日
ご
ろ
滑
り
な
れ
た
コ
ー
ス
で

大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

１
月
23
日
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
の
キ
ャ

ン
モ
ア
ス
キ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
で
第
28
回
上
川
中

央
部
ス
キ
ー
少
年
団
ア
ル
ペ
ン
競
技
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
＝
各
種
大
会
成
績
（
18
㌻
）

を
参
照
＝
。

　

レ
ー
ス
は
平
均
斜
度
13
・
５
３
度
、
24
旗

門
、
６
３
４
メ
ー
ト
ル
。
上
川
管
内
中
央
部

の
各
町
ス
キ
ー
少
年
団
か
ら
60
人
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
ま
し
た
。

　

２
月
11
日
、
キ
ト
ウ
シ
森

林
公
園
の
キ
ャ
ン
モ
ア
ス
キ

ー
ビ
レ
ッ
ジ
で
第
６
回
キ
ャ

ン
モ
ア
Ｇ
Ｓ
Ｌ
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
＝
結
果
は
各
種
大

会
成
績
（
18
㌻
）
参
照
＝
。

　

全
長
８
６
１
メ
ー
ト
ル
、

最
大
斜
度
23
・
９
３
度
、
平

均
斜
度
14
・
２
９
度
25
旗
門

の
コ
ー
ス
は
、
午
前
10
時
、

競
技
開
始
時
の
気
温
氷
点
下

３
度
、
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
参
加
者
は
、
史
上
最
高
だ
っ
た
昨

年
大
会
を
33
人
上
回
り
、
道
内
各
地
や
遠
く

佐
賀
県
、
神
奈
川
県
か
ら
２
２
９
人
が
19
部

門
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
わ

が
子
の
活
躍
を
見
守
る
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
、
声

援
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
毎
回
競
技
終

了
後
の
お
楽
し
み
抽
選
会

が
人
気
の
的
。
旭
岳
温
泉

の
ホ
テ
ル
宿
泊
券
、
東
川

米
、
町
内
の
人
気
商
品
の

数
々
や
協
賛
ス
ポ
ー
ツ
店

か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
用
品
な

ど
豪
華
な
賞
品
が
当
た
る
と
、
「
当
た
っ
た

ぁ
」
と
あ
ち
こ
ち
か
ら
大
き
な
歓
声
が
沸
い

て
い
ま
し
た
。

環
境
福
祉
専
門
学
校
の
社
会
福
祉
学
科
が
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

環
境
福
祉
専
門
学
校
の
社
会
福
祉
学
科
が
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

中
央
部
ス
キ
ー
少
年
団
大
会
で
町
内
の
ち
び
っ
子
大
活
躍

中
央
部
ス
キ
ー
少
年
団
大
会
で
町
内
の
ち
び
っ
子
大
活
躍
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す
る
。
楽
し
い
気
持
ち
を
仕
事
の
中
に
生

か
し
た
い
で
す
ね
」
。

　
　
　
　
　
◇

　
「
フ
リ
ー
に
な
っ
て
か
ら
の
ほ
う
が
楽

し
い
」
と
い
い
ま
す
。
時
間
が
で
き
る
と
、

年
１
回
は
１
カ
月
間
ほ
ど
タ
イ
・
バ
ン
コ

ク
へ
出
か
け
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
「
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
し
て
い
る

父
の
転
勤
で
２
歳
か
ら
５
歳
ま
で
メ
キ
シ

コ
に
住
ん
で
い
た
ん
で
す
。
そ
の
時
の
記

憶
は
な
い
け
れ
ど
、
自
分
の
中
に
感
覚
が

残
っ
て
い
る
の
か
な
。
タ
イ
と
メ
キ
シ
コ

の
雰
囲
気
が
似
て
い
る
ら
し
い
。
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
自
由
な
表
現
を
し
て
い
る
。
自

分
の
好
き
な
こ
と
を
パ
ワ
フ
ル
に
造
っ
て

い
る
。
そ
の
生
き
方
が
う
ら
や
ま
し
い
で

す
ね
」
。

　
バ
ン
コ
ク
で
は
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、

市
内
の
音
楽
ラ
イ
ブ
の
店
を
は
し
ご
し
た

り
、
タ
イ
料
理
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
屋
台
を
探

訪
し
た
り
…
。

　
「
バ
ン
コ
ク
に
行
く
と
か
、
東
川
町
に

来
る
と
か
、
１
年
の
中
で
環
境
を
２
〜
３

回
変
え
る
と
い
う
こ
と
が
今
す
ご
く
楽
し

い
」
と
、
初
め
て
の
東
川
の
冬
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
「
写
真
を
長
期
間
残
す
こ
と
を
可
能
に

す
る
た
め
に
は
、
で
き
る
限
り
中
性
の
状

態
で
保
存
す
る
こ
と
が
基
本
。
美
術
品
の

保
存
と
同
じ
よ
う
に
細
か
く
デ
リ
ケ
ー
ト

な
作
業
な
ん
で
す
」
。
培
っ
て
き
た
ノ

ウ
・
ハ
ウ
が
こ
こ
に
生
き
て
き
ま
す
。

　
写
真
作
品
の
取
り
扱
い
は
、
絵
画
な
ど

美
術
作
品
と
同
じ
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
注
意

が
必
要
。
繊
細
に
注
意
深
い
扱
い
と
保
管

が
大
切
だ
と
い
い
ま
す
。
写
真
保
管
、
管

理
業
務
の
プ
ロ
と
し
て
、
大
学
在
学
時
に

学
ん
だ
専
門
知
識
、
東
京
勤
務
時
に
習
得

し
た
写
真
保
管
技
術
の
知
識
が
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
保
管
し
て
あ
る
写

真
作
品
の
資
産
は
、
25
年
分
の
東
川
賞
受

賞
作
品
だ
け
で
約
２
千
点
に
及
ぶ
と
い
う

こ
と
で
す
。
ほ
か
に
16
年
間
の
写
真
甲
子

園
応
募
作
品
の
収
蔵
管
理
、
分
類
仕
分
け
、

デ
ー
タ
整
理
、
東
川
賞
審
査
会
の
資
料
作

成
な
ど
を
加
え
る
と
、
作
品
管
理
、
保
存

業
務
な
ど
は
膨
大
な
作
業
量
で
す
。

　
写
真
は
趣
味
と
し
て
の
取
り
組
み
姿
勢

に
徹
し
て
い
ま
す
。
「
楽
し
み
の
一
つ
と

し
て
考
え
れ
ば
、
も
っ
と
幅
が
広
が
り
、

や
れ
る
こ
と
が
増
え
て
く
る
よ
う
な
気
が

今
、生
き
生
き
と

　

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
所
蔵
の

写
真
資
料
、
東
川
賞
の
歴
代

受
賞
者
の
寄
贈
作
品
資
産
の

整
理
の
た
め
に
強
力
な
助
っ

人
が
来
ま
し
た
。
今
ま
で
の

写
真
資
産
の
整
理
と
見
直
し
、

活
用
策
の
充
実
も
こ
れ
で
安

心
で
す
ね
。
四
半
世
紀
を
経

た
写
真
の
町
・
東
川
賞
は
、

新
た
な
第
２
幕
展
開
に
向
け

て
活
動
開
始
す
る
た
め
、
拠

点
・
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
も

専
従
の
新
人
ス
タ
ッ
フ
が
加

わ
り
ま
し
た
。
併
せ
て
春
の

爽
風
が
吹
き
込
ん
で
い
ま
す

（
引
き
続
き
４
月
号
で
紹
介

予
定
）
。

3030

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）　
　

石
毛　

 

大
介
（
い
し
げ　

だ
い
す
け
）
さ
ん

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
市
内
の
屋
台
（
大
好
物
の
豚
足
の
煮
込
み

＋
ご
飯
「
カ
オ
・
カ
ー
・
ム
ー
」
）
＝
２
０
０
９
年
１
月

額
装
作
業

石毛　大介さん／写真展示指導員／横浜市在住
横浜市出身、34歳。東京工芸大学芸術学部写真学科卒。卒業後、同学部写真表現理論研究室研究生（1年間）を経て、写真専門の独立系ギャラリー、フォト
ギャラリーインターナショナル（東京）に入社。5年間の勤務後退職してフリー。3月末まで東川町写真の町課臨時スタッフ。2年前から東川町国際写真フェス
ティバルのエキシビシション・ディレクター（展示指導員）。毎夏のフェスティバル期間中、ボランティア・スタッフ「フォトフレンズ」（15人）の指導のため手伝いに
来てくれています。今年７月には、国際写真フェスティバル（フォトフェスタ）に再び助っ人として来てくれることでしょう。

 いしげ　だいすけ

ラオス・ビエンチャン市内のカフェでおいしいフランス
風サンドイッチを満喫（2009年1月）

パソコンを使った資料整理（写真の町課事務室）

パリ・フォトを見に（2008年11月、
パリ・メトロポリタン博物館周辺で）
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「
役
場
は
最
高
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

機
関
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
。
「
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
も
こ
れ
で
よ
し
」
と
い
う
上
限
が

な
い
。
行
政
も
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
最
小

の
コ
ス
ト
で
提
供
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
。

し
か
し
住
民
の
求
め
て
い
る
も
の
と
行
政
の

行
う
も
の
が
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
ら

な
い
。
中
に
は
、
食
べ
て
み
な
い
う
ち
か
ら

「
カ
レ
ー
は
嫌
い
」
な
ど
と
食
わ
ず
嫌
い
を

言
っ
て
い
る
場
合
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
実
際
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
見
る
と

「
最
高
！
」
と
気
づ
く
こ
と
も
多
い
と
聞
く
。

　

21
年
度
は
Ｓ
Ｏ
Ｓ
行
政
「
ス
ピ
ー
ド

（
S
）
感
、
情
報
オ
ー
プ
ン
（
O
）
、
サ
ー

ビ
ス
（
S
）
向
上
」
を
目
指
し
て
き
た
。
よ

り
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
幼
児

セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
、
高
齢
者
な
ど
に
配

意
し
た
除
雪
（
モ
デ
ル
的
に
市
街
地
を
試

行
）
、
日
常
の
見
回
り
、
診
療
所
の
無
料
送

迎
化
、
バ
ス
等
見
直
し
試
行
運
行
、
高
齢
者

世
帯
な
ど
の
安
心
生
活
支
援
、
共
生
社
会
化
」

な
ど
を
広
く
実
施
し
て
き
て
い
る
。

　

苦
言
、
提
言
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見

も
た
く
さ
ん
ち
ょ
う
だ
い
し
て
い
る
。
ご
意

見
が
あ
る
こ
と
は
「
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
向

上
」
へ
の
第
一
歩
で
も
あ
る
。
今
ま
で
気
が

付
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
ち
ょ
っ
と
創

意
工
夫
し
た
だ
け
で
住
民
に
感
謝
さ
れ
た
、

と
い
う
場
合
も
多
く
、
そ
れ
が
よ
り
き
め
細

や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
。
逆
に
せ
っ
か
く
ご
提
言
を
ち
ょ
う

だ
い
し
て
も
、
住
民
に
少
々
我
慢
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
る
。　

　

最
近
「
費
用
対
効
果
」
が
問
わ
れ
る
場
合

が
あ
る
。
投
資
し
た
税
金
が
ど
の
よ
う
な
効

果
、
便
益
を
生
み
出
し
て
い
る
の
か
を
数
値

で
表
す
と
い
う
も
の
だ
。

　

当
然
、
効
果
が
投
資
を
超
え
る
こ
と
を
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
す
べ
て
「
費
用
対
効
果
」
で
決

め
て
し
ま
う
と
、
人
の
多
い
と
こ
ろ
で
し
か

何
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
地
域

間
の
均
衡
あ
る
発
展
や
調
和
が
崩
壊
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

一
方
、
住
民
が
知
恵
を
出
し
、
人
の
輪
の

拡
大
に
よ
り
、
誇
り
を
も
っ
て
町
づ
く
り
実

践
活
動
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
場
合
が
あ
る
。

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
言
わ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
た
め
「
人
の
話
」
「
住
民
の
声
」

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
住
民
が

「
『
写
真
の
町
』
東
川
町
は
一
番
だ
！
」
と

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
語
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
、
住
民
参
加
に
よ
る
公
平
で
活
力
と
調
和

の
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
あ
る
。

庇
う
位
置
い
つ
し
か
代
り
て
孫
曾
孫
労
り
呉
る
る
絆
ぞ
永
久
に

思
ほ
え
ば
三
十
一
文
字
に
癒
さ
れ
て
越
え
来
し
年
月
宝
と
思
ひ
ぬ

半
生
を
支
え
駆
け
き
し
短
歌
の
道
友
ら
の
愛
を
受
け
し
幸
せ

喧
騒
の
師
走
の
街
に
降
り
積
も
る
雪
白
け
れ
ば
顔
上
げ
て
ゆ
く

孫
ひ
と
り
其
の
手
に
抱
け
ず
逝
き
し
夫
遺
影
に
語
れ
ば
涙
が
先
に

支
え
ら
れ
励
ま
し
呉
る
る
短
歌
の
友
温
も
り
忘
れ
ず
最
終
投
稿
す

偲
ば
る
る
六
十
年
余
夫
に
添
い
正
月
迎
ふ
る
幸
せ
に
あ
り

最
後
な
る
永
農
校
の
ク
ラ
ス
会
夫
は
お
洒
落
し
て
い
そ
い
そ
と
行
く

何
時
か
来
る
道
と
思
え
ど
看
と
り
た
る
知
人
逝
き
た
り
哀
し
み
を
り
ぬ

い
ま
し
ば
し
編
み
て
も
み
た
き
歌
む
し
ろ
未
練
の
こ
し
つ
孤
独
に
あ
ら
ず

北
国
の
恵
た
く
み
に
氷
雪
像

粉
雪
や
無
言
敷
き
詰
め
止
み
に
け
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
寒
の
風
頬
を
打
つ

握
手
の
手
そ
の
ま
ま
そ
っ
と
手
袋
へ

風
花
や
自
由
と
孤
独
交
差
し
て

せ
め
ぎ
合
う
海
の
呻
き
か
波
の
花

村
人
は
挨
拶
み
じ
か
く
凍
返
る

手
袋
を
脱
い
で
大
吉
引
き
当
て
る

蝋
梅
や
満
ち
る
香
り
を
手
土
産
に

む
ら
さ
き
の
野
に
か
へ
り
し
か
し
ず
り
雪

明
日
外
出
赤
き
手
袋
揃
へ
置
き

今
日
成
せ
る
こ
と
は
今
日
に
て
浮
氷

ね
ん
ね
こ
に
身
を
ゆ
す
り
あ
ふ
子
守
歌

松　

倉　

和　

子

中　

田　

治　

子

矢　

沢　

ま
す
え

宮　

坂　

敬　

子

笹　

田　

冨
士
子

嶋　

崎　

ミ　

エ

永　

江　

栄　

子

岡　

澤　

チ
ズ
子

清　

水　

チ　

ヨ

瓜　

生　

昭　

枝

杉
山　

ひ
ろ
の
り

徳　

光　

吐　

苦

杉　

山　

り　

つ

山　

口　

佐
知
子

高　

瀬　
　
　

潤

石　

澤　

清　

宏

澤　

田　

久
美
子

松　

山　

蓉　

子

三　

島　
　
　

智

秋　

山　

深　

雪

長
谷
川　

き
み
ゑ

小　

林　

露　

葉

青　

野　

公　

花

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内 き

め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
と
大
切
な
こ
と

短　
歌

俳　
句

解
散
の
ご
あ
い
さ
つ
は
５
㌻
に
掲
載
し
て
い
ま
す

最
終
寄
稿
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風が育んだ山
　大雪山とはどんな山か？ と聞かれた時に、簡潔にその特
徴を言い表すキーワードを用意している。それは三つの
「Ｗ」からなる。
　１つ目はWidth＝広さだ。大町桂月が「富士山に登って
山の高さを知れ。大雪山に登って山の広さを語れ」と言っ
たように、国内最大の面積を持つ山岳国立公園は、険しさ
ではなく広さを特徴とする。２つ目の「Ｗ」はWildlife＝野
生生物。当欄でも多くの著者が書かれているように、大雪
山は生物多様性の宝庫である。そして最後の「Ｗ」はWind
＝風だ。
　昨冬、文化ギャラリーで開かれた林明輝氏の写真展『お
おきな自然　大雪山』の写真撮影の取材で、冬の大雪山上
空を飛んだ時のこと。快晴だが稜線には雪煙が舞っていた。
　山に差し掛かると、機体は時化（しけ）の海に弄（もて
あそ）ばれる小さな漁船のように揺れた。セスナの窓から
は、風上側の斜面から這（は）い上ってきた雪煙が、稜線
上を真横に走り、風下側へ渦巻き状に巻き込まれていくの
が見える。

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

　「あれに巻き込まれたら終わりですよ」。機長の言葉が
“風の山”大雪山の素顔を的確に言い得ていた。
　偏西風帯上空を流れるジェット気流と、ヒマラヤの南を
迂（う）回してきたジェット気流とが合流するため、冬の
日本上空は高度3,000メートル付近で秒速21メートル以上と
いう世界一の強風帯になっている。台風並みの強風が常時
吹き付ける大雪山の稜線部は冬でもほとんど雪が付かず、
地表は氷点下20度以下の寒気に直接さらされる。
　「風衝地(ふうしょうち)」と呼ばれるこの環境下では、極
端な低温と強風による乾燥に耐えらる生物だけが生存でき
る。逆に、気流の巻き込みによって雪が吹きだまる風下側
の斜面には、積雪が20メートル以上に達する巨大な「雪田」
ができる。
　厚い積雪が断熱材になって地表温度をセ氏零度程度に保
ち、夏には豊富な雪融け水を供給するため、植物には比較
的恵まれた環境になる。
　環境の違いはそこに生きる植物の分布の違いとなって表
れる。風衝地には樹高数センチという極端に背の低い木々
の“樹林”が広がり、春先には可憐（かれん）な花をつける。
雪解けが遅れる雪田では、エゾコザクラ、エゾノツガザク
ラ、チングルマの三役揃い踏みをはじめ、豪華絢爛（けん
らん）な花々の共演が訪れる人々の目を楽しませる。風衝
地と雪田との極端な積雪差が織りなすこの「住み分け模様」
こそ、もっとも大雪山らしい景観といえるだろう。大雪山
はまさに風が育んだ山だといえる。

山樂舎ＢＥＡＲ代表　佐久間　弘

大雪山の素顔

ニューヨークに住む17歳の女の子「ダ
フネ」には「まだ一度も会ったことのない
父親に会いたい」という願い事があっ
た。１枚の写真を頼りに、単身イギリスに
渡ったダフネは、有名政治家が自分の
父親だという意外な真実を知る。典型
的アメリカ娘が伝統と歴史の英国社会
に一大騒動を巻き起こすハートフル・
ストーリー。（１０５分）

人形劇のおおかみくんは、いつ
も「あこちゃん」を泣かせてしま
います。ほんとうは、かっこいい
役をしてなかよくなりたいのに、
怖くて悪い役ばかり。そんなお
おかみくんを子供たちは毛糸で
巻き、木の上につるしました。そして悪い
おおかみをやっつけようとみんながお手
玉を投げるなか、あこちゃんは…。

ＮＨＫテレビ朝の番組中に登場している気
象キャスターが新たに書き下ろした北海
道のおもしろエッセイ。視聴者からの質問、
番組み中で放映する小ネタなどをまとめま
した。気象などの自然現象から見える北海
道の変わり種エピソード集です。〝熱中症
にはご用心〟〝台風が呼ぶサケ〟〝旭
川は霧の町？〟や厳しい冬を越す北の動
物たちなど、身近な話題が満載です。

ロ
イ
ヤ
ルセ
ブンティ
ーン

（
映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ワ
ー
ナ
ー
・
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ

な
る
ほ
ど
！
北
海
道
の
お
天
気

（
一
般
書
）

著
／
菅
井
貴
子　
刊
／
北
海
道
新
聞
社

う
さ
ぎ
ぶ
ん
こ
の
お
お
か
み
くん（
児
童
書
）

作
／
間
所
ひ
さ
こ　
刊
／
小
学
館
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「
ど
う
や
っ
た
ら
英
語
が
で

き
る
子
に
育
ち
ま
す
か
？
」
と

尋
ね
ら
れ
ま
す
。
音
楽
や
テ
レ

ビ
な
ど
を
お
勧
め
し
ま
す
。
楽

し
け
れ
ば
英
語
が
好
き
に
な
り

ま
す
。

　

で
も
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」

を
英
語
で
見
せ
た
ら
子
供
に
嫌

が
ら
れ
た
、
と
い
う
人
に
会
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
分
か
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
「
英
語

だ
け
ど
な
ん
だ
か
お
も
し
ろ
い

番
組
」
を
見
せ
た
ほ
う
が
い
い

よ
う
で
す
。

　

今
は
地
上
波
放
送
で
い
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
欄
に

「
⃞二
」
と
書
い
て
あ
る
も
の
が

そ
う
で
す
。
番
組
の
最
初
か
ら

言
語
切
り
替
え
設
定
を
英
語
に

切
り
替
え
て
子
供
に
見
せ
ま
す
。

例
え
ば
テ
レ
ビ
北
海
道
（
テ
レ

ビ
東
京
系
）
で
放
送
し
て
い
る

「
ド
ー
ラ
の
大
冒
険
」
（
午
後

６
時
か
ら
）
。
こ
れ
は
小
さ
い

子
供
向
け
の
学
習
番
組
で
安
心

で
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
は
良
質
の
海

外
ド
ラ
マ
放
送
が
豊
富
で
す
。

わ
が
家
で
は
「
突
然
サ
バ
イ
バ

ル
」
を
見
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

英
語
学
習
者
向
け
の
番
組
で
は

な
い
た
め
、
必
ず
し
も
分
か
り

や
す
い
英
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
絵
本
と
一
緒
で
映
像
が
あ

る
の
で
大
体
分
か
り
ま
す
。

　

「
今
な
ん
て
言
っ
た
の
？
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
い
ち
い
ち
答
え
ま
せ
ん
。

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
理
解
す
る

必
要
な
ど
な
い
か
ら
で
す
。
４

月
か
ら
は
新
番
組
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
ま
め
に
テ
レ
ビ
欄
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
る

な
ら
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
ド
ラ
マ
」

で
検
索
す
る
と
番
組
一
覧
が
見

ら
れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
年
代

の
人
に
合
っ
た
番
組
が
あ
り
ま

す
。
午
後
７
時
台
の
番
組
は
わ

り
と
安
心
し
て
見
せ
ら
れ
ま
す
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
も
良

質
で
す
。

　

映
画
放
送
で
も
２
カ
国
語
放

送
が
か
な
り
増
え
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
を
見
る
場
合
、
大
事
な

の
は
親
が
一
緒
に
見
る
こ
と
で

す
。
英
語
し
か
聞
こ
え
て
こ
な

く
て
も
困
ら
な
い
、
楽
し
い
、

と
い
う
体
験
を
多
く
積
む
こ
と
。

そ
う
す
れ
ば
、
将
来
英
語
の
拒

否
反
応
は
起
き
ま
せ
ん
。
な
に

よ
り
楽
し
く
英
語
の
聞
き
取
り

能
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第69回

２カ国語放送

【ちょっと豆知識】
コーリさんのエッセイに、my travel bugという言葉が出てきました。「旅の虫」と訳しました。bugは小さな虫のことで、他にもbook 

bug, movie bug 「本の虫」や「映画狂」など、熱中しているものを指します。Bug＝バグはコンピューターのトラブルのことでもありま

す。1999年から2000年になる時、パソコンに不具合が生じるか、と大騒ぎになった「2000年問題」は、millenium bug（ミレニア

ム・バグ＝千年虫）と呼んでいました。発生した不具合（バグ）を探して取り除く作業をデバッグ（虫取り）と言います。

As my last journal entry for Higashikawa, I am beginning to reminisce 
about the past year here in Hokkaido. From animal encounters, snow 
festivals and eager students, to my many continuing adventures in the 
snow; it has been an eventful year!
My next step is to revisit Canada, and spend some well deserved time 
with my family and friends. As my travel bug is not leaving anytime soon, 
I will continue to travel around the world and volunteer at schools and 
orphanages in di!erent countries. 
Although the sights and sounds have been beautiful here in 
Higashikawa, it is the experiences, the people and my own self 
growth that I am forever going to take with me. 
I would like to thank the Town of Higashikawa for being so 
hospitable, Matsuoka Cho-Cho for surprising me with his 
amazing English and overwhelming kindness, my amazing 
co-workers for helping me with the language barrier (especially 
my gi"ed translators), the ladies at Spar for always smiling and 
brightening my day, the dude who picked my car lock, everyone that 
helped with my car issues (sorry), all my bright students of all ages, the 
helpful man at the Post-O#ce Bank that always assists me with my 
banking every month, and to my ever cheerful former and current Kacho 
(your personalities can light a room!). 
It is through sister cities we will always be connected, but through 
memories and friendship that we will never be forgo$en. 
All my Best!
Cheers.

　このコラムに書くのも最後になり、１年を振り返っていま
す。動物との出合い、氷まつり、熱心な生徒たちに始まって、
まだまだ続く雪の冒険まで、いろいろあった１年間でした。
　このあと、私はカナダに帰り、家族や友だちと待ち望んだ
時間を過ごします。
　でもまだまだ旅の虫は収まりそうにもないので、さらに旅
を続けるでしょう。さまざまな国の学校や孤児院でボランテ
ィアをするつもりです。
　東川は景色も音も美しい町ですが、一生大切にしたい
と思うのは、ここでの経験や人々、そして私自身の成
長です。この町の人たちのもてなし、松岡町長の驚
くべき英語力とあふれんばかりの親切、言葉の壁を
乗り越える助けをしてくれた素晴らしい同僚たちに
（通訳の人々に）、いつも笑顔で私の１日を明るく
してくれたスパー（コンビニエンス・ストア）の女
性、ロックした車を開けてくれた人、車の件で助けて

くれた人みんな（その節はすみませんでした）。あらゆる
年齢層の聡明な生徒たち、毎月お金の出し入れを助けてくれ
た郵便局の親切な男性、いつも明るい課長（どちらの課長も
蛍光灯並みに明るい！）。これからも姉妹都市としてつなが
っていくことでしょう。そしてなにより思い出と友情を一生
忘れないでしょう。ごきげんよう！さようなら。

（訳：宮地晶子）

No.4No.4No.4No.4 HiHiHiHi!om!om!omKoriKoriKoriKori
　姉妹都市交流提携20周年を記念してカナダ・キャンモア町から英語指導員として来町してい
たコーリー・チューイーさんが3月いっぱいで帰国することになりました。昨年７月以来短い
期間でしたが、思い出をいっぱい持って帰ることができたようです。今月はコーリーさんの最
後のコラムです。

　姉妹都市交流提携20周年を記念してカナダ・キャンモア町から英語指導員として来町してい
たコーリー・チューイーさんが3月いっぱいで帰国することになりました。昨年５月以来短い
期間でしたが、思い出をいっぱい持って帰ることができたようです。今月はコーリーさんの最
後のコラムです。
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くらし
・

ネットワーク
■東川町役場　　　　
■改善センター（公民館）
■文化交流館
■文化ギャラリー
■B&G海洋センター
■町立診療所
■大雪消防組合東消防署
■道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
83－0119
68－4777

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

い
ま
す
。
実
施
主
体
は
北
海
道
で
12
種

類
の
資
金
貸
し
出
し
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

貸
し
付
け
に
は
詳
細
な
基
準
、
各
資

金
に
応
じ
て
添
付
し
て
い
た
だ
く
書
類

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
貸
付
限
度
額
、

償
還
期
間
、
貸
付
利
率
等
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

▼
資
金
の
種
類

　

①
事
業
開
始
資
金　

事
業
を
開
始
す

る
た
め
に
必
要
な
設
備
費
、
資
材
等
の

購
入
資
金
②
事
業
継
続
資
金　

現
在
継

続
中
の
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の

運
転
資
金
③
修
学
資
金　

子
供
が
高
校
、

大
学
な
ど
に
就
学
す
る
た
め
に
必
要
な

資
金
④
技
能
習
得
資
金　

自
ら
事
業
を

開
始
、
ま
た
は
就
職
す
る
た
め
に
必
要

な
技
能
や
資
格
を
習
得
す
る
た
め
に
必

要
な
資
金
⑤
修
業
資
金　

子
供
が
事
業

開
始
ま
た
は
就
職
す
る
た
め
の
知
識
技

能
を
習
得
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
⑥

就
職
支
度
資
金　

就
職
に
必
要
な
被
服
、

履
物
等
を
購
入
す
る
資
金
⑦
医
療
介
護

時
半
開
会
（
条
例
等
提
案
理
由
説
明

・
審
議
、
補
正
予
算
審
議
③
16
日
午

前
9
時
半
開
会
（
一
般
質
問
、
一
般

・
特
別
各
会
計
等
の
審
議
・
採
決
、

議
会
提
案
関
係
）
④
11
日
か
ら
15
日

ま
で
は
休
会
、
議
案
調
査

 

住
民
福
祉
課
か
ら

お
問
い
合
わ
せ　

☎
年
金
の
こ
と
は

住
民
室
（
内
線
１
２
３
）
、
ま
た
は
旭

川
年
金
事
務
所
☎
27
―
１
６
１
１
、
☎

福
祉
の
こ
と
は
社
会
福
祉
室
（
内
線

5
0
3
）
、
☎
健
康
の
こ
と
は
保
健
指

導
室
（
内
線
5
0
5
）

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
つ

い
て

　

母
子
、
寡
（
か
）
婦
家
庭
な
ど
、
経

済
的
支
援
が
必
要
な
ご
家
庭
の
自
立
を

助
け
、
扶
養
し
て
い
る
児
童
（
子
）
の

福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

 

議
会
事
務
局
か
ら

お
問
い
合
わ
せ　

☎
82
―
２
１
１
１

（
内
線
３
１
１
）

町
議
会
第
1
回
定
例
会
を
開
会
し
ま

す　
東
川
町
議
会
の
22
年
第
1
回
定
例
会

が
３
月
9
日
（
火
）
か
ら
同
月
16
日

（
火
）
ま
で
会
期
８
日
間
の
予
定
で
開

会
し
ま
す
。

　

22
年
度
一
般
会
計
、
5
特
別
会
計
予

算
案
、
条
例
制
定
案
な
ど
を
審
議
予
定

で
す
。
併
せ
て
一
般
質
問
も
行
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ま
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

日
程
な
ど
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

日
程　

①
9
日
午
前
９
時
半
開
会
（
行

政
執
行
方
針
、
教
育
執
行
方
針
、
一

般
・
特
別
各
会
計
新
年
度
予
算
案
等

提
案
・
理
由
説
明
）
②
10
日
午
前
9

3月の行事

　
（前月比±
（前月比＋
（前月比－
（前月比＋

　
7,815人
3,723人
4,092人
3,229戸

5人
5人

21人
21人

　
0人）
1人）
1人）

11戸）

人口・世帯数　1月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

人のうごき　1月16日～2月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

資
金　

医
療
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

資
金
。
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
保
険

給
付
に
か
か
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
資
金
⑧
生
活
資
金　

技
能

習
得
及
び
医
療
介
護
資
金
を
借
り
受
け

て
い
る
期
間
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め

に
必
要
な
資
金
⑨
住
宅
資
金　

住
宅
の

補
修
・
増
改
築
や
住
宅
取
得
に
必
要
な

資
金
⑩
転
宅
資
金　

転
居
に
際
し
て
住

宅
の
賃
借
に
必
要
な
資
金
⑪
就
学
支
度

資
金　

子
供
の
入
学
も
し
く
は
修
業
施

設
へ
の
入
所
に
必
要
な
資
金
⑫
結
婚
資

金　

子
供
の
婚
姻
に
際
し
必
要
な
資
金

　

各
保
健
福
祉
事
務
所
子
ど
も
・
保
健

推
進
課
の
母
子
自
立
支
援
員
が
資
金
の

借
り
入
れ
、
生
活
上
の
心
配
事
な
ど
の

ご
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

上
川
保
健
福
祉
事
務
所
子
ど
も
・
保

健
推
進
課
子
ど
も
未
来
係
☎
46
―
５
９

９
０

食
事
で
健
康「
栄
養
教
室
」

　

不
適
切
な
食
事
の
摂
取
、
運
動
不
足

な
ど
が
原
因
で
起
き
る
生
活
習
慣
病
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
」
た
め
、
身
近
な
材
料
で

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
調
理
実
習
で
栄
養
バ

ラ
ン
ス
、
味
付
け
な
ど
確
認
し
ま
し
よ

う
（
希
望
す
る
方
は
食
生
活
改
善
推
進

員
と
な
る
単
位
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）
。

日
時　

３
月
17
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
民
の
方

内
容　

「
食
べ
て
防
ご
う
メ
タ
ボ
リ
ッ

　

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
、
高
血
圧
症
の

　

講
話
、
調
理
実
習
、
試
食
（
希
望
者

　

に
は
体
脂
肪
測
定
）

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
食
材
料
の
一
部
１
０
０
円
を

　

負
担
）

No.4No.4No.4 HiHiHi!om!omKoriKoriKori
　姉妹都市交流提携20周年を記念してカナダ・キャンモア町から英語指導員として来町してい
たコーリー・チューイーさんが3月いっぱいで帰国することになりました。昨年７月以来短い
期間でしたが、思い出をいっぱい持って帰ることができたようです。今月はコーリーさんの最
後のコラムです。

　　
歳

　
行政区
25区
南町1丁目
25区
21区

届出人
宮坂　敬子
松葉　博之
中田　治子
平﨑　清

おくやみ
亡き人
宮坂　政一
松葉　節子
中田　德太郎
平﨑　清吉

78歳
85歳
82歳
102歳

行政区
　

21区

東町１丁目

ご  結  婚
河野　浩也
髙橋　明菜
中竹　英仁
加藤　寛子

｝
｝

東川高校第58回卒業式（前10時、東川高校）
第55回全日本下の句かるた大会（午後7時半、天人峡パ
ークホテル）
町議会第1回定例会（前9時半、議場、16日まで）
東川養護学校卒業式（前9時、東川養護学校）
東川中第63回卒業式（前10時、東川中）
第14回道北選抜東川少年少女柔道大会（前9時、Ｂ＆Ｇ
海洋センター）
第一小第109回、東川小第110回卒業式（前10時、各校）
第二小第108回、第三小第106回卒業式（前10時、各校）
幼児センター卒園式（前10時、幼児センター）
大雪地区広域連合第1回定例会（午後1時、東神楽町）

１日
6日

10日
12日
13日
14日

18日
19日
24日
30日

　
父

定和

直樹

貴司

豊

康弘

政友

良記

　
母

祥代

愛恵

美絵

佳織

夕紀子

美幸

李奈

　
行政区

11区
26区
北町2丁目
15区
西区

北町3丁目
東倉沼

お 誕 生
生まれた子

柏原　見咲

室山　蓮奈

寺林　駿

髙橋　翔空

北原　冬悠

井下　琥鉄

古髙　陽斗

かしはら　 みさき

むろやま　   れ  な

てらばやし しゅん

たかはし　  と  あ

きたはら　 ふゆと

いのした　 こてつ

ふるたか　 はると
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

納 付 方 法

　3,800円　
　1,030円　
（年2,060円）

毎月50円　
（年600円）

0円　
（定額保険料　

を振替）

割 引 額

１ 年 前 納

６カ月前納

毎 月 納 付
（当月末振替に
よる早割）

毎 月 納 付
（翌月末振替）

納 付 方 法

　3,220円　
　740円　

（年1,480円）

0円　
（定額保険料　

を振替）

割 引 額

１ 年 前 納

６カ月前納

毎 月 納 付
（当月末振替）

納 付 方 法

　3,220円　
　740円　

（年1,480円）

割 引 額

1 年 前 納

6 カ 月 前 納

生涯学習課工事・委託の入札結果のお知らせ 工事及び委託の入札結果をお知らせします。

学校ＩＣＴ環境整備事業備品その１
（デジタルテレビ）

宮崎電器 15,750,000 指名競争入札1月19日

学校ＩＣＴ環境整備事業備品その２
（電子黒板） フレンドシップながさわ〃 3,150,000 〃

東川中学校学習机・椅子製作委託業務
（株）アーリー・タイムス　
アルファ1月25日 21,829,500 随意契約

工　事　名　等 請負業者
請負価格

（税込み、円）
入札日 契約方法等

幼児センター工事・委託の随意契約結果のお知らせ 工事及び委託の随意契約結果をお知らせします。

幼児センター壁面モニュメント製作設置工事 早見工房
同年

12月15日 5,000,000 〃

幼児センタープレールーム大型木製遊具
設置工事

(有)　アール工房 5,076,7502009年
12月10日 随意契約

工　事　名　等 請負業者
請負価格

（税込み、円）
契約日 契約方法等

会
福
祉
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
診

断
書
の
用
紙
は
役
場
窓
口
）
。
診
断
書

は
身
体
障
害
者
手
帳
指
定
医
が
作
成
し

た
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

※
「
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ
―
Ｐ
ｕ
ｇ
ｈ
分
類
」

＝
肝
性
脳
症
、
腹
水
、
血
清
ア
ル
ブ
ミ

ン
値
、
プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン
時
間
、
血
清

総
ビ
リ
ル
ビ
ン
値
に
よ
っ
て
肝
臓
機
能

障
害
の
重
症
度
を
評
価
し
ま
す

「
元
気
っ
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

　

食
べ
物
は
子
ど
も
の
成
長
に
大
切
で

す
。
苦
手
な
も
の
で
も
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　

３
月
11
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集　

お
お
む
ね
２
歳
半
以
上
の
幼
児

　

と
お
母
さ
ん
（
お
父
さ
ん
も
大
歓
迎
）

料
金　

無
料

内
容　

ミ
ニ
講
話
「
も
り
も
り
お
米
ク

　

ッ
キ
ン
グ
」
調
理
実
習
、
試
食

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
親
子
と
も
）

し
ら
か
ば
学
級
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す

　

60
歳
以
上
に
な
っ
て
も
い
つ
ま
で
も

生
き
生
き
と
健
康
に
暮
ら
す
コ
ツ
は
、

趣
味
や
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
。
し
ら

か
ば
学
級
で
は
、
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま

な
趣
味
、
生
き
が
い
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
よ
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
４
月

か
ら
の
新
年
度
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
は
１
５
４
人
の
方
に
登
録
い

た
だ
き
、
健
康
、
知
識
教
養
、
趣
味
芸

術
、
交
流
、
社
会
見
学
の
移
動
学
習
会

な
ど
、
年
間
12
回
の
講
座
を
開
き
ま
し

た
。
課
外
活
動
と
し
て
卓
球
サ
ー
ク
ル

が
あ
り
毎
週
木
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

対
象　

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

受
講
料　

年
額
１
千
円
（
教
材
費
別
）

活
動
場
所　

農
村
改
善
改
善
セ
ン
タ
ー

　

な
ど

締
め
切
り　

４
月
９
日
（
５
月
以
降
随

時
）

麻しん風しん（ＭＲ）混合ワクチン定期予防接種の実施　住民福祉課

移動献血車が来町します　住民福祉課

接 種 時 期

実 施 日 時 間 場 所

9：30～11：30

12：45～14：15

14：30～16：30

JA東川事務所前

東川養護学校前

役場庁舎前

本 年 度 の
対 象 者

接 種 回 数
料 金

接 種 日

受 付 時 間

接 種 場 所

第１期

生後12カ月～
同24カ月に至
るまで

3月25日
（木）

午後1時～同5時

平成3年4月2日～
同4年4月1日まで
の間に生まれた方

5歳以上7歳未満の方
（就学前の１年間）

13歳となる日の属する当該
年度の初日から末日までの
間にある者（中学１年生に
相当する年齢の者）

18歳となる日の属する当該
年度の初日から末日までの
間にある者（高校３年生に
相当する年齢の者）

平成15年4月2日～
同16年4月1日まで
の間に生まれた方

平成8年4月2日～
同9年4月1日まで
の間に生まれた方

第４期第３期第２期

１回（無料＝町が全額負担）

3月5・12・19・26日

町立診療所

　下記のとおり予防接種を実施します。第２期、第３期、第４期対象の方は、３月末までが定期予防接種の対象です。

　次の日程で移動献血車が来町します。ご協力をお願いします。

【持ち物】母子手帳、住所の確認ができるもの（健康保険証、乳幼児医療受給者証など）
※第２期、第３期、第４期の対象の方には個別に案内通知をしています。
※お子さんの体調の良い時に受けましょう。
※不明な点、詳しいお問い合わせは役場住民福祉課保健指導室まで☎82-2111（内線505、506）

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
の
ご
利
用

　

ま
で
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。
お
早
め
に
お
申
込
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

＊
口
座
振
替
の
場
合
、
振
替
日
に
残
高

　

不
足
で
振
替
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

　

次
の
振
替
日
に
翌
月
分
と
合
わ
せ
た

　

２
ヵ
月
分
が
振
替
と
な
り
ま
す
が
、

　

「
当
月
末
振
替
に
よ
る
早
割
」
を
ご

　

利
用
さ
れ
て
い
る
方
が
、
再
振
替
に

　

な
る
と
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

　

で
ご
注
意
下
さ
い
。

４
月
か
ら
肝
臓
機
能
障
害
で
身
体
障

害
者
手
帳
を
交
付

　

障
害
者
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓

機
能
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
て
、

４
月
か
ら
身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
し

ま
す
。

　

１
級
〜
３
級
の
方
に
は
重
度
心
身
障

害
者
医
療
給
付
事
業
を
新
た
に
適
用
す

る
予
定
で
す
（
所
得
制
限
有
）
。

　

認
定
基
準
は
、
主
と
し
て
肝
臓
機
能

障
害
の
重
症
度
分
類
で
あ
る
「
Ｃ
ｈ
ｉ

ｌ
ｄ
―
Ｐ
ｕ
ｇ
ｈ
」
分
類
で
判
定
し
、

３
カ
月
間
以
上
グ
レ
ー
ド
Ｃ
に
該
当
す

る
方
が
、
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
診
断
前
の
６
カ
月
間
に
ア
ル

コ
ー
ル
を
摂
取
し
て
い
る
方
、
肝
臓
移

植
を
受
け
、
抗
免
疫
療
法
を
実
施
し
て

い
る
方
な
ど
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き　

申
請
書
、
診
断
書
、
写
真
２

枚
（
縦
４
㌢
㍍
×
横
３
㌢
㍍
）
を
社

②
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い

　

但
し
、
１
年
前
納
と
６
ヶ
月
前
納

（
前
期
分
）
の
受
付
は
終
了
し
て
い
ま

す
が
、
６
ヶ
月
前
納
（
後
期
分
）
と
毎

月
納
付
（
定
額
）
は
申
し
込
み
で
き
ま

す
。

　

対
象
と
な
る
保
険
料
は
、
「
定
額
保

険
料
」
及
び
「
付
加
保
険
料
込
み
の
定

額
保
険
料
」
と
な
り
、
保
険
料
が
一
部

免
除
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
１
回
払

い
の
み
で
の
利
用
と
な
り
、
分
割
払
い

や
リ
ボ
払
い
等
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

③
現
金
納
付

　

１
年
前
納
と
６
ヶ

月
前
納
（
前
期
分
）

は
、
４
月
上
旬
に
郵

送
さ
れ
る
納
付
書
で

４
月
30
日
ま
で
に
金

融
機
関
等
で
納
付
し

ま
し
ょ
う
。

＊
申
込
日
に
よ
っ
て

　

は
、
口
座
振
替
・

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替・ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い・現
金
前
納
割
引

制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、

①
口
座
振
替
②
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払

い
③
現
金
納
付
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
定
額
保
険
料
で
納

付
す
る
場
合
は
、
月
額
1
5
，
1
0
0

円
（
年
額
1
8
1
，
2
0
0
円
）
に
な

り
ま
す
。

　

自
分
に
合
っ
た
納
付
方
法
で
保
険
料

を
納
め
ま
し
ょ
う
。

①
口
座
振
替

　

但
し
、
１
年
前
納
と
６
ヶ
月
前
納

（
前
期
分
）
の
受
付
は
終
了
し
て
い
ま

す
が
、
６
ヶ
月
前
納
（
後
期
分
）
と
毎

月
納
付
（
早
割
り
・
定
額
）
は
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
保
険
料
は
、
「
定
額
保

険
料
」
及
び
「
付
加
保
険
料
込
み
の
定

額
保
険
料
」
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
が
一
部
免
除
と
な
っ
て
い
る

場
合
は
、
毎
月
納
付
（
割
引
な
し
）
の

み
と
な
り
ま
す
。

●前期計画予定（案）●
午前の部 10:10～11:40 午後の部 12:50～14:20

開講式及び学級会 健康･交流講座 健康づくりⅠ
「笑おう･動こう･声だそう」4月23日（金）

趣味・園芸「ガーデニング」 健康いきいきクラブ・潤いレク
ふれあいの郷プログラム5月28日（金）

「シニアのための健康づくり体操」 「お口の健康」
6月25日（金） 大雪山のお花畑（旭岳散策路）＜雨天時は温泉入浴＞

7月9日（金）
移動学習　知識・教養講座＜社会見学＞（旭山動物園）8月31日（火）
健康・交流・実技講座「健康づくりⅡ～みんなで体力測定～」9月24日（金）

「花を訪ねて」小旅行
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０歳からのおはなし会０歳からのおはなし会０歳からのおはなし会
にちじ：3月26日(金) 午前10時半～同11時半
ばしょ：文化交流館絵本ルーム
　絵本の読み聞かせと手遊びなどで楽しく過ごしましょ
う。後半は簡単な工作と参加者同士の交流です。
☆年齢に関係なく、どなたでも参加できます。
（会費はありません。申し込み不要）

お問い合わせ／「おはなしの会ピッピ」三戸部さん☎82－5278お問い合わせ／「おはなしの会ピッピ」三戸部さん☎82－5278

「青春キャッチ5・7・5」（平成20年度入選作品）最終回

キャッチ賞「守ろうよ　素敵な自然と　尊い命」
（中学生の部　川原 彩友美）

キャッチ賞「ありがとう　絆深める　合言葉」
（高校生の部　川口　健太）

写真の町ギャラリー展示案内
東川町文化ギャラリー
　　東町１丁目19-8　☎82-4700
　　○2月19日(金)～3月29日(月)
　・森山大道写真展「北海道－第
　　2章／展開」

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

内
容　

講
演
「
不
良
老
人
宣
言
〜
よ
り

　

豊
か
な
人
生
を
考
え
る
」

講
師　

写
真
家
、
竹
田
津
実
氏

会
費　

５
０
０
円
（
当
日
）

お
問
い
合
わ
せ　

好
蔵
寺
（
両
瀬
さ
ん
）

　

☎
82
―
２
６
５
５

老
人
ク
ラ
ブ
で
趣
味
の
世
界
を
広
げ

ま
し
ょ
う

東
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
新
し
い
仲

間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
「
楽
し
く
遊

ぶ
」
を
合
言
葉
に
、
趣
味
の
世
界
を
広

げ
る
活
動
に
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

趣
味
を
通
じ
た
仲
間
作
り
が
進
む
と
生

活
に
張
り
あ
い
が
出
ま
す
。
新
た
な
趣

味
の
世
界
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ま
ず
は
気
軽
に
話
し
合
え
る
友
人

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
入
会
、
お
問
い
合
わ
せ
は
お
気
軽

に
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
老
連
事
務
局

☎
82
―
２
７
７
０
（
石
澤
さ
ん
）
ま
で
。

４
月
、労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
ま
す

北
海
道
労
働
局

　

長
時
間
労
働
の
抑
制
、
労
働
者
の
健

康
確
保
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今
年
４
月
か
ら

労
働
基
準
法
が
改
正
に
な
り
ま
す
。

　

主
な
改
正
点
は
①
１
カ
月
60
時
間
を

超
え
て
時
間
外
労
働
を
す
る
場
合
、
割

増
賃
金
率
を
５
割
増
し
以
上
と
す
る

（
猶
予
措
置
あ
り
）
②
限
度
時
間
（
月

45
時
間
な
ど
）
を
超
え
る
時
間
外
労
働

ラ
ム
の
一
貫
と
し
て
も
導
入
さ
れ
、
福

祉
、
介
護
人
材
の
育
成
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
と
い
う
点
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

21
年
度
の
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
公

共
施
設
部
門
６
、
活
動
部
門
10
、
福
祉

用
具
部
門
３
の
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
道

内
選
定
に
な
り
ま
し
た
。

み
ず
ほ
コ
ー
ラ
ス
の
新
会
員
を
募
集

し
ま
す

み
ず
ほ
コ
ー
ラ
ス

　

一
緒
に
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
気
軽
に
口
ず
さ
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
曲
を
中
心
に
選
曲
し
、
週
１
回
の

練
習
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

募
集　

女
性
（
年
齢
不
問
）

会
費　

１
千
５
０
０
円
（
月
額
）

練
習
時
間　

午
後
７
時
半
か
ら
同
９
時

　

く
ら
い
（
毎
週
火
曜
日
、
農
村
環
境

　

改
善
セ
ン
タ
ー
、
東
川
神
社
）

お
問
い
合
わ
せ　

山
口
さ
ん
（
自
宅
☎

　

82
―
２
９
０
７
）

ヒ
ュ
ー
マン・フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
ご

案
内

好
蔵
寺

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
々

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
語
り
合
う
「
ヒ
ュ

ー
マ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
き
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時

場
所　

好
蔵
寺
会
館
ホ
ー
ル
（
北
町
８

　

丁
目
）

に
対
し
て
割
増
賃
金
の
引
き
上
げ
努
力

義
務
（
労
使
協
定
）
③
年
次
有
給
休
暇

を
時
間
単
位
で
取
得
可
能
（
同
）
―
な

ど
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
北
海
道
労
働
局
労

働
基
準
部
監
督
課
☎
０
１
１
―
７
０
９

―
２
３
１
１
（
内
線
３
５
３
３
）
、
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
。

寄
付

　

２
月
１
日
、
東
川
町
森
林
組
合
理
事

の
上
岐
登
牛
地
区
、
加
野
真
一
さ
ん

（
81
）
か
ら
町
に
多
額
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
＝
写
真
右
＝
。

　

82
歳
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
「
こ
れ

ま
で
の
健
康
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の

町
の
振
興
の
た
め
役
立
て
た
い
」
と
の

ご
厚
意
で
す
。
町
で
は
写
真
の
町
株
主

制
度
へ
の
寄
付
金
と
し
て
受
領
し
ま
し

た
。

し
て
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
ま

し
ょ
う
。

対
象　

家
庭
の
親
子

日
時　

３
月
12
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

内
容　

ミ
ニ
バ
レ
ー

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

上
靴
（
親
子
）
、
飲
み
物
、

　

タ
オ
ル

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
、
お
子
さ

　

ん
は
お
母
さ
ん
同
士
で
託
児
） 

「
よ
ち
よ
ち
教
室
」の
開
催

　

お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

を
お
考
え
の
み
な
さ
ん
、
親
子
で
楽
し

く
遊
び
な
が
ら
お
友
だ
ち
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。
零
歳
児
対
象
で
す
が
、
お
兄

ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

対
象　

家
庭
に
い
る
親
子
な
ら
ど
な
た

　

で
も
（
零
歳
児
以
上
の
子
と
親
）

日
時　

３
月
18
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
な
ど
。
茶
話
会

　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
先
輩
の
お
母

　

さ
ん
を
囲
ん
で
子
育
て
に
つ
い
て
話

　

し
ま
し
ょ
う
。

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ

　

ル
ー
ム

募
集　

10
〜
15
組
程
度
（
要
予
約
）

「
お
た
の
し
み
会
」を
開
き
ま
す

　

本
年
度
最
後
の
お
楽
し
み
会
で
す
。

み
ん
な
で
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
な
ど
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

役
場
窓
口
で
旅
券（
パ
ス
ポ
ー
ト
）の

受
け
付
け
、交
付
が
始
ま
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
道
、
上
川
支
庁
で
行
わ
れ

て
い
た
海
外
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の

申
請
・
交
付
手
続
き
は
、
４
月
１
日
か

ら
役
場
窓
口
で
受
け
付
け
、
交
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
申
請
か
ら
交
付

ま
で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、

ご
旅
行
の
際
に
は
出
発
ま
で
の
期
間
に

余
裕
を
も
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

東
川
町
に
住
民
登
録
の
な
い
方
は
、

従
来
ど
お
り
上
川
支
庁
、
北
海
道
の
窓

口
、
ま
た
は
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市

町
村
窓
口
（
一
部
市
町
村
）
で
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
住
民
登

録
の
あ
る
各
市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

窓
口　

役
場
１
階
１
番
窓
口

対
象　

原
則
と
し
て
東
川
町
内
に
住
民

　

登
録
の
あ
る
方

取
り
扱
い　

月
〜
金
曜
日
（
土
、
日
、

　

祝
・
祭
日
、
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を

　

除
く
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
半

交
付　

右
記
と
同
様
の
午
前
９
時
か
ら

　

午
後
５
時
ま
で

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ　

東
川
町

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
82
―
５

１
０
０

「
子
育
て
講
座
」の
開
催

 

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
体
を
動
か

重
度
心
身
障
害
者
を
対
象
に
ハ
イ
ヤ

ー
料
金
を
助
成
し
ま
す

　

重
度
心
身
障
害
者
を
対
象
と
し
て
ハ

イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
料
金

を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

①
１
級
ま
た
は
２
級
の
下
肢
、

体
幹
、
免
疫
、
視
覚
障
害
者
②
１
級

の
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
、
直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
機
能
障
害

者
③
療
育
手
帳
「
Ａ
判
定
」
の
方
④

乳
幼
児
以
前
の
非
進
行
性
脳
病
変
に

よ
る
運
動
機
能
障
害
者
（
児
）
の
う

ち
、
移
動
機
能
障
害
者
（
児
）
⑤
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
―
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
な
お
か
つ
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
が

「
障
初
」
「
老
初
」
の
方
（
福
祉
施

設
等
に
入
所
し
て
い
る
方
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
）

内
容　

５
０
０
円
分
チ
ケ
ッ
ト
（
年
間

72
枚
）
交
付
予
定
（
自
動
車
税
の
課

税
免
除
適
用
を
受
け
て
い
る
方
は
年

間
36
枚
）

必
要
な
も
の　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
い
ず
れ
か
、
印
鑑
（
申
請
は
本

人
ま
た
は
代
理
の
方
）

受
け
付
け
・
チ
ケ
ッ
ト
発
行　

３
月
下

旬
ご
ろ
、
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
申

請
書
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
審
査

の
上
、
４
月
以
降
に
チ
ケ
ッ
ト
を
簡

易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

申
請
先　

住
民
福
祉
課
社
会
福
祉
室

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）

対
象　

家
庭
の
親
子

日
時　

３
月
25
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
12
時
半
ご
ろ

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室
（
託
児

　

は
集
団
健
診
室
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ

　

き
タ
オ
ル  

費
用　

昼
食
代
（
個
人
負
担
。
当
日
払

　

い
） 

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

締
め
切
り　

３
月
19
日
（
託
児
室
準
備

　

の
た
め
）

 

教
育
委
員
会
か
ら

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学

習
課
☎
82
―
２
１
１
１
（
内
線
５
８

２
）
、
直
☎
82
―
３
２
０
０

留
守
家
庭
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
への

入
所
児
童
の
新
規
募
集

　

学
校
終
業
後
の
放
課
後
の
帰
宅
時
間

に
留
守
と
な
る
ご
家
庭
の
児
童
を
対
象

に
し
て
保
育
し
て
い
る
留
守
家
庭
学
童

保
育
セ
ン
タ
ー
（
東
町
１
丁
目
７
の
５
）

の
新
年
度
入
所
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

町
内
４
小
学
校
に
通
学
す
る
１

　

〜
３
年
生
ま
で
の
児
童
（
定
員
の
範

　

囲
内
で
小
学
校
４
年
生
以
上
も
可
）

期
間　

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
3
1

　

日
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

　

（
学
）北
工
学
園
が
道
の
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

　

（
学
）
北
工
学
園
（
新
谷
龍
一
郎
理

事
長
）
の
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ふ
れ
愛
の
郷
」
が
21
年
度
北
海
道
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
の
活
動

部
門
を
受
賞
し
、
１
月
23
日
札
幌
市
内

で
受
賞
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
同
学
園
の
北
海
道
環

境
福
祉
専
門
学
校
、
旭
川
福
祉
専
門
学

校
と
と
も
に
、
町
内
の
進
化
台
キ
ャ
ン

パ
ス
に
あ
り
ま
す
。
町
が
建
設
時
に
建

設
費
を
半
額
補
助
し
、
両
専
門
学
校
の

学
生
、
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
町
と
同

学
園
共
同
の
地
域
支
援
活
動
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

地
域
の
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
、

幼
児
を
対
象
に
し
て
、
生
き
が
い
、
介

護
予
防
、
子
育
て
の
３
分
野
で
そ
れ
ぞ

れ
無
料
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
活
動
は
学
生
の
教
育
カ
リ
キ
ュ

活動部門で代表受領した新谷理事長（中央右、
札幌市内のかでる2・7）Photo by DAIDO MORIYAMA

Photo by DAIDO MORIYAMA
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くらし
・

ネットワーク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

募集団地 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

公営住宅の入居者を募集します

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．納税証明書（平成21年1月1日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．その他必要と認める書類
６．印鑑
※下線の書類は税務課収納室に用意しています。
※3、4の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付期間

受付場所

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

3月1日（月）～12日（金）
税務課収納室（役場庁舎1階4番窓口）
1戸

●公営住宅

入
居
資
格

そ の 他

選 考 方 法

入 居 予 定 日

敷 金

連 帯 保 証 人

お問い合わせ

入居申し込み者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第2条
第6号に該当する場合には、入居することはできません。
【公営住宅】公営住宅等入居者選考委員会を開催し入居者を決定します。
※選考委員会で決定されない場合は公開抽選会を開催します。（開催日未定）

平成22年3月下旬
家賃の3カ月分
入居者と同程度以上の所得金額のある方２人

税務課収納室　☎82-2111（内線122）

（1）同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
（2）世帯の収入金額が月額15万8千円以下
　※次のいずれかの要件に該当する場合は、基準額が21万4千円まで引き上がります。
　①昭和31年4月1日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが昭和31年4月1日以前生まれの場合、または
　　18歳未満の方がいる場合
　②小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
　③身体障がい等級1級から4級までの方がいる場合
　④精神障がい等級1級から2級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
　⑤ハンセン病療養者の方などがいる場合

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

・3LDK（67.6㎡）
・1戸（左端）
・16,900円～
　44,800円

・昭和60年
・準耐火構造2階建て
・物置付き、駐車場1台

① 西8号団地A1

場　所

西町8丁目4番

入居者が設置するもの
浴槽、給湯ボイラー、灯油タンク
※浴槽、灯油タンクについて、希
望により、前入居者のものを使用
することができます。
詳細はお問い合わせください。

社
協
だ
よ
り

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

1
月
16
日
か
ら
2
月
15
日
ま

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

25
区　
　
　
　

宮
坂　

敬
子　

様

21
区　
　
　
　

平
﨑　
　

清　

様

　
今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日

ご
案
内

　

毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１
時

半
か
ら
同
４
時
ま
で
、
社
協
相

談
室
で
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

３
月
18
日　

大
石　

久
子

各種大会成績
【スキー】
◆和寒東山ＧＳＬ大会（２月21日・
和寒東山スキー場）
▼幼児男子　③矢ノ目有輝

▼1・2年女子　④松井芽
▼同男子　③杉本怜偉

▼3・4年女子　④吉原七海⑥皆木の
どか

▼同男子　②杉山太一⑤石倉瑶太

▼5・6年女子　④杉本聖歌
▼一般男子Ｌ　②高木雅人

▼同Ｍ　⑤平田章洋⑥窪田昭仁

◆第6回キャンモアＧＳＬ大会（2月
11日・キャンモアスキービレッジ）
▼キッズおんなのこの部　①伊藤七

海（小平ＳＲＴ）②川島侑（名寄レー

シング）③金子小夏（同）

▼キッズおとこのこの部　①本郷蒼良

（旭川ジュニアアルペン）②戸嶋遼人

（円山幼稚園）③矢ノ目有輝（東川

町幼児センター）

▼小学生女子1～2年生の部　①広
田静空（朝日ＡＳＳ）②神林愛音（音

威子府ＳＳ）③松井芽（東川大雪スキ

ー少年団）⑥矢ノ目あゆ（同）

▼小学生男子1～2年生の部　①吉
田圭吾（ＮＯＲＴＨ　ＨＥＲＯ　ＳＣ）②

玉置大介（朝日ＡＳＳ）③山田健太

（旭川ジュニアレーシング）

▼小学生女子3～4年生の部　①佐
藤麻里奈（朝日ＡＳＳ）②高羽素直

（旭川ジュニアアルペン）③武田実咲

（ＮＯＲＴＨ　ＨＥＲＯ　ＳＣ）⑤吉原七

海（東川大雪スキー少年団）

▼小学生男子3～4年生の部　①滝
本楓太（滝上スキースポーツ少年団）

②今颯人（朝日ＡＳＳ）③高雅哉（旭

川ジュニアアルペン）

▼小学生女子5～6年生の部　①杉
本美来（チームピアシリＪｒ．）②武田

晴奈（ＮＯＲＴ　ＨＥＲＯ　ＳＣ）③千葉

春奈（士別ジュニアレーシング）⑥杉

本星歌（東川大雪スキー少年団）

▼小学生男子5～6年生の部　①今
星弥（朝日ＡＳＳ）②野口泰吾（旭川

ジュニアアルペン）③長澤航起（士別

ジュニアレーシング）

▼中学生女子の部　①高橋奈 （々伊

　
の沢レーシング）②西澤愛理（音威子

府ＳＳ）③白府美穂（比布レーシング）

▼中学生男子の部　①小滝直哉（比

布レーシング）②高羽俊宏（旭川ジュ

ニアアルペン）③中村育人（比布レー

シング）

▼女王の部　①八重沢節子（無所属）

＝出場1人
▼ミドルレディの部　①太田良子（Ｎ

ＯＲＴＨ　ＨＥＲＯ　ＳＣ）②森田青葉

（無所属）③熊澤桂子（ＴＥＡＭまち

ゃこ）＝出場3人
▼ヤングレディの部　①新田寛子（道

教育大旭川）②水村真弓（ＴＥＡＭ

まちゃこ）③川副壽美恵（同）

▼界王の部　①太田正二（比布レー

シング）②山岡智（旭川レーシング）

③菅原明博（旭川くにもと病院ＳＣ）

▼ジェントルマンの部　①川口修示

（ＮＯＲＴＨ　ＨＥＲＯ　ＳＣ）②梅坪彰

（比布レーシング）③古木哲雄（名寄

スキー）

▼ミドルマンの部　①石井善樹（旭川

レーシング）②藤田浩二（比布レーシ

ング）③佐藤義勝（同）

▼ヤングマンの部　①阿部紘志（小

平ＳＲＴ）②武田昴幸（道教育大）③

森隆行（ＮＯＲＴＨ　ＨＥＲＯ　ＳＣ）

◆第28回あさひアルペン競技大会
（２月７日・あさひスキー場）
▼小学生女子1、2年生の部　④松井
芽（東川大雪スキー少年団）

　
▼小学生男子1、2年生の部　⑤杉本
怜偉（同）⑧谷翔太（同）

▼小学生女子3、4年生の部　②吉原
七海（同）

▼小学生男子3、4年生の部　④杉山
太一（同）⑥金山竜也（同）

▼小学生女子5、6年生の部　⑥杉本
星歌（同）

▼小学生男子5、6年生の部　⑦吉原
和輝（同）

▼中学生男子の部　②杉本雄耶（同）

◆第28回上川中央部スキー少年団
アルペン競技大会（１月23日・キャ
ンモアスキービレッジ）

　
▼小学1～2年女子の部　①松井芽
（東川大雪スキー少年団）②矢ノ目

あゆ（同）③松原歩夢（鷹栖アルペン

スキー少年団）

▼小学1～2年男子の部　①杉本怜
偉（東川大雪スキー少年団）②熊崎

広大（愛別スキー少年団）③篠原悠

（比布スキー少年団）

▼小学3～4年女子の部　①吉原七
海（東川大雪スキー少年団）②矢ノ

目あみ（同）③窪田美月（同）

▼小学3～4年男子の部　①杉山太
一（東川大雪スキー少年団）②金山

竜也（同）③石倉瑶太（同）

▼小学5～6年女子の部　①杉本星
歌（東川大雪スキー少年団）②宮本

楓子（鷹栖アルペンスキー少年団）

③袴田悠梨子（東川大雪スキー少

年団）

▼小学5～6年男子の部　①鈴木詢
平（東川大雪スキー少年団）②菅野

佑騎（同）③川合諒汰（鷹栖アルペン

スキー少年団）

【ドッジボール】
◆第19回春の全国小学生選手権
北海道大会道北地区予選（２月６日
・旭川市総合体育館）
▼決勝

富良野大角ボーイズ2－0東川スー
パースターズ

【ミニバスケットボール】
◆第８回旭川地区冬季リーグ（１月
30、31日・旭川市立近文小体育館
ほか）
▼女子Ｇブロック　

千代田22‐22東川、中富良野32‐27
東川、東川35‐33美瑛、大町41‐36
東川

【バレーボール】
◆旭川バレーボール協会長杯中学
校大会（１月30、31日・旭川市立忠
和中体育館ほか）
▼女子準決勝

永山南2－1東川

税務課
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私
が
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
大
阪

で
す
が
、
道
内
に
住
も
う
と
考
え

て
旭
川
で
暮
ら
し
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
東
川
を
見
に
来
る
と
、

仕
事
、
生
活
の
拠
点
は
こ
こ
だ
と

確
信
し
、
工
房
に
で
き
る
納
屋
と

住
宅
が
あ
る
物
件
を
探
し
始
め
ま

し
た
。
何
人
か
の
方
の
お
世
話
に

な
り
、
縁
あ
っ
て
こ
の
町
に
住
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
25
年
前
、

息
子
が
小
学
校
３
年
生
、
娘
が
１

歳
に
な
る
前
で
し
た
。

　

私
の
仕
事
は
木
工
芸
で
、
こ
こ

は
材
料
、
木
工
機
器
な
ど
が
入
手

し
や
す
く
、
友
人
に
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
改
造
し
た
工
房
や
工
房
か

ら
見
え
る
風
景
な
ど
、
充
分
に
満

足
の
い
く
も
の
で
し
た
。

　

私
の
希
望
で
の
引
っ
越
し
で
し

た
が
、
連
れ
合
い
さ
ん
（
妻
）
は

子
供
を
通
じ
て
す
ぐ
に
友
人
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
に
馴
染

ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

息
子
は
第
二
小
学
校
へ
の
通
学

初
日
、
２
・
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

道
の
り
を
歩

い
て
帰
っ
て

き
て
「
思
っ

た
よ
り
近
か

っ
た
。
友
達

が
で
き
た
よ
」

と
、
雪
ま
み

れ
に
な
っ
て

い
て
、
し
っ

か
り
と
道
草

を
し
て
き
た

よ
う
で
す
。

　

娘
は
池
に

落
ち
た
り
、
木
に
登
っ
た
り
、
両

手
い
っ
ぱ
い
に
ア
マ
ガ
エ
ル
を
捕

ま
え
て
育
ち
ま
し
た
（
自
宅
の
敷

地
内
に
湧
水
の
池
が
あ
り
、
最
深

部
80
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。
水

温
は
セ
氏
９
〜
12
度
と
冷
た
い
）
。

　

わ
が
家
に
は
甥
（
お
い
）
や
姪

（
め
い
）
た
ち
、
友
人
の
子
供
た

ち
、
そ
し
て
息
子
や
娘
の
友
人
た

ち
が
泊
り
が
け
で
頻
繁
に
遊
び
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

池
に
落
ち
た
り
木
に
登
っ
た
り
、

ア
マ
ガ
エ
ル
を

捕
ま
え
た
り
、

夜
墓
場
ま
で
肝

試
し
に
行
っ
た

り
…
。
私
が
作

っ
た
ソ
リ
で
家

の
周
り
の
坂
を

滑
っ
た
り
、
ケ

ン
カ
を
す
る
こ

と
も
も
ち
ろ
ん

忘
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
子
供
た
ち

に
引
っ
張
ら
れ
、

親
た
ち
も
真
剣
に
遊
ぶ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
、
息
子
は
札
幌
、
娘
は
東
京

と
東
川
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
息
子
は
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
し
、
娘
は
い
ず
し
や
ニ

シ
ン
漬
け
を
食
べ
た
が
り
ま
す
。

　

近
ご
ろ
は
、
甥
の
子
供
や
友
人

の
子
供
の
子
供
が
泊
り
が
け
で
遊

び
に
来
ま
す
。
池
で
カ
ヌ
ー
に
乗

り
、
ア
マ
ガ
エ
ル
を
両
手
い
っ
ぱ

い
に
捕
ま
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
写
真
は
今
製
作
し
て
い
る

も
の
の
一
部
で
、
こ
の
広
報
の
出

る
こ
ろ
に
は
幼
児
セ
ン
タ
ー
「
も

も
ん
が
の
家
」
の
壁
に
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

幅
５
・
５
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き

35
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
壁
面
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
と
吹
き
抜
け
空
間
に
吊

り
下
げ
る
モ
ビ
ー
ル
と
で
構
成
す

る
作
品
の
一
部
で
「
も
も
ん
が
森

の
大
き
な
木
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

作
品
の
子
供
た
ち
に
は
、
私
の
子

供
や
わ
が
家
に
遊
び
に
来
た
子
供

た
ち
が
投
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ノ
ミ
跡
を
残
し
て
あ
る
木
の
子

供
た
ち
は
多
く
の
子
供
た
ち
に
触

れ
て
も
ら
い
た
が
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
大
人
に
も
。
ど
う
ぞ
町

民
の
皆
さ
ん
、
「
も
も
ん
が
の
家
」

に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

早
見
工
房

（
木
工
ク
ラ
フ
ト
作
家
）

早 

見　

賢 

二

も
も
ん
が
森
の
大
き
な
木

も
も
ん
が
森
の
大
き
な
木

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

暴
力
連
鎖
を
重
大
事
件
に
つ
な
げ
な
い
た
め
に

ス
ト
ッ
プ
！
＝
広
が
る
Ｄ
Ｖ 

被
害

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
一
般
に
配
偶
者
な
ど
親
密

な
関
係
に
あ
る
者
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力

を
指
し
ま
す
。
最
近
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
と

い
う
言
葉
も
出
て
き
ま
し
た
。
婚
姻
関
係

に
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー
（
恋
人
）
か
ら
振
る

わ
れ
る
暴
力
も
社
会
的
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

17
年
度
の
国
調
査
で
は
、
20
歳
代
の
女

性
の
う
ち
、
５
人
に
１
人
も
の
人
が
「
デ

ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
の
被
害
を
受
け
て
い
る
と
い

う
結
果
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

付
き
合
っ
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
の
う
ち
、

３
組
に
１
組
の
割
合
で
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
が
起

き
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

暴
力
に
は
大
き
く
分
け
て
４
種
類
あ
り
ま

す
。
「
殴
る
」
「
蹴
る
」
な
ど
、
身
体
的

な
被
害
を
受
け
る
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
「
相
手
を
支
配
す
る
」
あ
る
い
は

「
自
分
の
思
い
通
り
に
仕
向
け
る
た
め
に

す
る
行
為
」
全
般
を
指
し
ま
す
。

　

主
な
暴
力
の
パ
タ
ー
ン
は
①
身
体
的
暴

力
＝
殴
る
、
蹴
る
な
ど
②
精
神
的
（
心
理

的
）
暴
力
＝
暴
言
、
監
視
・
束
縛
、
交
友

関
係
や
行
動
の
制
限
、
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
③
経
済
的
暴
力
＝
お
金
を
せ
び
る
、

借
金
を
さ
せ
る
な
ど
④
性
的
暴
力
＝
避
妊

を
し
な
い
、
性
行
為
の
強
要
―
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

若
者
の
間
で
広
が
り
〜
携
帯
電
話
を

使
っ
た
〝
束
縛
暴
力
〞
も

　

近
年
、
若
者
の
間
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
の
は
携
帯
電
話
を
使
っ
た
行
動
の
監
視
、

束
縛
で
す
。

　

携
帯
電
話
は
便
利
な
も
の
で
す
が
、
電

話
や
メ
ー
ル
を
使
っ
て
、
事
細
か
く
相
手

の
行
動
を
観
察
し
、
勝
手
に
メ
ー
ル
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
自
分
以
外
の
異
性
の
ア
ド
レ

ス
を
消
す
よ
う
に
仕
向
け
る
―
な
ど
と
い

う
行
為
が
該
当
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
関

係
は
お
互
い
を
尊
重
し
た
関
係
と
は
い
え

ま
せ
ん
。

　

「
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
い
た
か
ら
」

「
お
酒
の
せ
い
だ
か
ら
」
な
ど
と
簡
単
に

暴
力
を
許
し
て
し
ま
う
風
潮
も
Ｄ
Ｖ
現
象

の
増
加
に
影
響
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　

さ
ら
に
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
特
徴
と
し
て
、

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
受
け
る
暴
力
の
原
因
が

自
分
自
身
に
あ
る
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う

傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
嫌
わ
れ
、
パ
ー
ト
ナ

ー
を
失
う
こ
と
が
怖
く
て
、
「
愛
さ
れ
て

い
る
か
ら
」
「
よ
く
あ
る
こ
と
だ
か
ら
」

な
ど
と
無
理
や
り
自
分
自
身
を
納
得
さ
せ

て
相
手
の
暴
力
を
認
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
社
会
で
は
、
憲
法
や
法
律
に

よ
っ
て
一
人
ひ
と
り
尊
重
さ
れ
る
べ
き
権

利
と
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
配
偶

者
暴
力
防
止
法
（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の

防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
）

で
は
「
暴
力
は
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含

む
重
大
な
人
権
侵
害
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

暴
力
は
そ
れ
ら
の
権
利
、
自
尊
心
、
安

心
・
安
全
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

男
性
と
女
性
、
大
人
と
子
供
、
若
者
と

高
齢
者
、
上
司
と
部
下
、
健
常
者
と
障
害

者
な
ど
、
社
会
的
関
係
で
も
力
の
差
、
支

配
関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。
「
男
ら
し
さ
」

「
女
ら
し
さ
」
と
い
う
偏
っ
た
性
別
役
割

意
識
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
）
も
Ｄ
Ｖ

行
為
を
助
長
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

「
男
の
子
は
強
く
あ
る
べ
き
」
「
女
の

子
は
お
し
と
や
か
に
あ
る
べ
き
」
な
ど
と

幼
少
の
こ
ろ
か
ら
教
え
込
ま
れ
る
こ
と
で
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
一
定
の
固
定
観

念
に
縛
ら
れ
た
価
値
観
を
身
に
付
け
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。

　

お
互
い
を
思
い
や
り
、
お
互
い
の
心
と

体
を
大
切
に
し
て
対
等
な
関
係
を
築
く
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
対
等
な
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
は
築
け
ま
せ
ん
。
自
分
と
違
う

考
え
方
、
価
値
観
を
認
め
合
い
、
嫌
な
こ

と
は
Ｎ
ｏ
（
ノ
ー
）
と
言
い
、
相
手
の
Ｎ

ｏ
（
ノ
ー
）
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
い
相
談
先
は
役
場
保
健
師
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

「
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？　

ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
Ｄ
Ｖ
が
引
き
金
に
な
っ
て
重
大
な
刑
法
犯
罪
に
結
び
つ
く
事
件
も
多
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
あ
な
た

自
身
が
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
重
大
な
刑
法
犯
罪
に
結
び
つ
く
可
能
性
も
見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。
大
人
の
問
題
と
い
う
ば
か
り

で
な
く
、
男
女
交
際
が
活
発
に
な
る
中
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
知
っ
て
ほ
し
い
問
題
。
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
の

が
Ｄ
Ｖ
被
害
な
の
で
す
。

子育てチャンネル子育てチャンネル
暴
力
連
鎖
を
重
大
事
件
に
つ
な
げ
な
い
た
め
に

ス
ト
ッ
プ
！
＝
広
が
る
Ｄ
Ｖ 

被
害
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
いますので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/

ひ
が
し
か
わ

Tow
n of photography

□
発
行
/東
川
町
役
場
　□
編
集
/地
域
活
性
課
地
域
づ
く
り
推
進
室
　tel.8

2
-2
1
1
1

□
印
刷
/株
式
会
社
総
合
企
画

N
o.677 M

arch 2010

3月 March

保健カレンダー
お問い合わせ
●住民福祉課保健指導室　☎82－2111

【3月分】
申し込み制

予約制

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター（☎82－5100）

＜親子遊び体験教室＞
　5日㈮「1、2歳児お店屋さんごっこ」……10:00～12:00
25日㈭「おたのしみ会（昼食会）」………10:00～12:30

＜遊びの広場＞
毎週月、火、水曜日プレイルーム開放… 9:00～12:00
1日・2日・3日・8日・9日・10日・15日・16日・17日・23日

※24日㈬は幼児センター卒園式のためお休みです。 

※会場は保健福祉センターです！

【4月分】

5日㈮

11日㈭
17日㈬
25日㈭

2日㈮

未定
未定

ごっくん教室
乳幼児健診
　　　　　　　　　（通知者以外は14:30～）
元気っ子クッキング
栄養教室
移動献血車来町

13:00～14:00
13:30～　　  

10:00～12:00
10:00～13:00

もぐもぐ教室
乳幼児健診
栄養教室
子育て相談

B

ＡＡ

B

おいしい手料理おいしい手料理
今月から２回、牛乳を使って健康ヘルシーなレシピをご紹介今月から２回、牛乳を使って健康ヘルシーなレシピをご紹介
します。します。

　

＜材　料＞＜材　料＞ （１人分）（１人分）
●ひじき…５㌘●ひじき…５㌘
●人参…10㌘●人参…10㌘
●むきエビ…５尾●むきエビ…５尾
●お米…42.5㌘●お米…42.5㌘
●牛乳…50㌘●牛乳…50㌘
●スキムミルク…４㌘●スキムミルク…４㌘
●しょう油…4.5㌘●しょう油…4.5㌘
●塩…0.3㌘●塩…0.3㌘
●スキムミルク…４㌘●スキムミルク…４㌘
●塩…0.3㌘●塩…0.3㌘
●こしょう…0.1㌘●こしょう…0.1㌘
●オリーブ油…２㌘●オリーブ油…２㌘
●卵…12㌘●卵…12㌘
●青じそ…１枚半●青じそ…１枚半

＜作り方＞作り方＞
① ひじきは約① ひじきは約２０２０分間水に浸して戻し、人参、青じそ分間水に浸して戻し、人参、青じそ
　 は千切りにする。むきエビは背綿を除く。材料Ａ、　 は千切りにする。むきエビは背綿を除く。材料Ａ、
　 材料Ｂを混ぜ合わせる。　 材料Ｂを混ぜ合わせる。
② ひじきと人参、材料Ａをなべに加え、汁気がなくな② ひじきと人参、材料Ａをなべに加え、汁気がなくな
　 るまで煮る。　 るまで煮る。
③ フライパンにオリーブ油（２分の１量）を入れて熱③ フライパンにオリーブ油（２分の１量）を入れて熱
　 し、割りほぐした卵を入れてかき混ぜ、炒り玉子を　 し、割りほぐした卵を入れてかき混ぜ、炒り玉子を
　 作って取り出しておく。　 作って取り出しておく。
④ ③のフライパンに残りのオリーブ油を入れて熱し、④ ③のフライパンに残りのオリーブ油を入れて熱し、
　 エビ、ご飯を入れて炒め合わせる。　 エビ、ご飯を入れて炒め合わせる。
⑤ ④に②と材料Ｂを加え手よく炒め合わせ、③の玉子⑤ ④に②と材料Ｂを加え手よく炒め合わせ、③の玉子
　 を加えてひと混ぜする。　 を加えてひと混ぜする。
⑥ 出来上がったら器に盛り付け、最後に青紫蘇を散ら⑥ 出来上がったら器に盛り付け、最後に青紫蘇を散ら
　 して完成。　 して完成。
※ オリーブ油はサラダ油に代えてもおいしく出来上が※ オリーブ油はサラダ油に代えてもおいしく出来上が
　 ります。　 ります。

（園田　多映子さん園田　多映子さん）

【食べて健康・豆知識】【食べて健康・豆知識】
よく聞き慣れているのは「ロールキャベツ」ですね。ロール巻き用よく聞き慣れているのは「ロールキャベツ」ですね。ロール巻き用
のキャベツを白菜に替えて作ってみましょう。キャベツと違って食のキャベツを白菜に替えて作ってみましょう。キャベツと違って食
感が柔らかく、水分も多いので肉のモサモサ感もあまりありません。感が柔らかく、水分も多いので肉のモサモサ感もあまりありません。
ロール巻き白菜の主役・白菜は、ビタミンＣや食物繊維のほか、カロール巻き白菜の主役・白菜は、ビタミンＣや食物繊維のほか、カ
リウム、カルシウム、リンなどのミネラル成分も含んでいて、意外リウム、カルシウム、リンなどのミネラル成分も含んでいて、意外
に栄養豊かです。ぜひお試しください。に栄養豊かです。ぜひお試しください。

（管理栄養士（管理栄養士、園田　多映子さん）園田　多映子さん）

　

＜材　料＞ （１人分）
●ひじき…５㌘
●人参…10㌘
●むきエビ…５尾
●お米…42.5㌘
●牛乳…50㌘
●スキムミルク…４㌘
●しょう油…4.5㌘
●塩…0.3㌘
●スキムミルク…４㌘
●塩…0.3㌘
●こしょう…0.1㌘
●オリーブ油…２㌘
●卵…12㌘
●青じそ…１枚半

＜作り方＞
① ひじきは約２０分間水に浸して戻し、人参、青じそ
　 は千切りにする。むきエビは背綿を除く。材料Ａ、
　 材料Ｂを混ぜ合わせる。
② ひじきと人参、材料Ａをなべに加え、汁気がなくな
　 るまで煮る。
③ フライパンにオリーブ油（２分の１量）を入れて熱
　 し、割りほぐした卵を入れてかき混ぜ、炒り玉子を
　 作って取り出しておく。
④ ③のフライパンに残りのオリーブ油を入れて熱し、
　 エビ、ご飯を入れて炒め合わせる。
⑤ ④に②と材料Ｂを加え手よく炒め合わせ、③の玉子
　 を加えてひと混ぜする。
⑥ 出来上がったら器に盛り付け、最後に青じそを散ら
　 して完成。
※ オリーブ油はサラダ油に代えてもおいしく出来上が
　 ります。

（園田　多映子さん）

【食べて健康・豆知識】
　今回のひじきチャーハンは、ひじきをたくさん使用します。ひじ
きは海藻類でカルシウム、食物繊維が多く含まれています。
　食物繊維は、整腸作用、大腸がん予防、コレステロール低下作用
などの効果があります。
　煮物や散らしずしに入れるという使い方が一般的だと思いますが、
ぜひチャーハンも作ってみてください。

（管理栄養士、園田　多映子さん）

【ミルキーひじきのふわふわチャーハン】【ミルキーひじきのふわふわチャーハン】

おいしい手料理
栄養いっぱいでヘルシー。育ち盛りの子にはもってこい
の一品です。


